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工　事　仕　様　書　 工程ごとの作業内容 5 材料の品質等 同等以上の材料・機材等の使用 [1.4.2] 10 施工調査 施工数量調査 [1.6.2]

工
程
ご
と
の
作
業
内
容

工　程 作　業　内　容 　本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能と 調査項目 ・防水改修 ・外壁改修

Ⅰ　工事概要 ① 造成等 造成等の工事 同等以上のものを使用する。 ・（ ）

・有 ・無 　ただし、製造業者が記載されている場合に同等以上のものとする場 調査範囲 ・図示 ・（ ）

1　工事場所 佐賀県鳥栖市江島町字西谷3256番地228 ② 基礎・基礎ぐい 基礎・基礎ぐいの工事 合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。 調査方法 ・打診及び目視による ・（ ）

・有 ・無 既存部分の破壊を行った場合の補修方法 ※図示 [1.6.3]

2　敷地面積 450,000㎡ ③ 上部構造部分・外装 上部構造部分・外装の工事 材料・機材等の品質及び性能

　 ・有 ・無 　本工事に於いて別表-2に示す材料を使用する場合の材料・機材等の 11 技能士 [1.6.2]

3　地域地区 ④ 屋根 屋根の工事 製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証 ※本工事に必要な作業及びその作業に従事する職種について適用する。

・有 ・無 明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ ただし、これにより難い場合は監督職員と協議すること。

⑤ 建築設備 建築設備・内装等の工事 とを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける ※技能士の資格を証明する資料を監督職員に提出すること。

・有 ・無 (1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること 適用工事種類 職　種 技能検定作業

4　建物用途 ⑥ その他 その他の工事 (2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること 仮設工事 とび ・とび作業

（ ） ・有 ・無 (3) 安定的な供給が可能であること 鉄筋工事 鉄筋施工 ・鉄筋組立て作業

5　建物概要
建物名称 構造 階数

延べ面積
（㎡）

建築面積
（㎡）

建築基準法
別表第１区分

備考
(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること コンクリート工事 型枠施工 ・型枠工事作業

・本工事は、建設ﾘｻｲｸﾙ法等の対象工事外であるが分別解体等及び (5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること 防水工事 防水施工 ・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

特定建設資材の再資源化等について適切な措置を行う (6) 販売、保守等の営業体制を整えていること ・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

特定建設資材 6 環境への配慮 [1.4.1] ・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

廃棄物の種類 施設名称 所　在　地 搬出距離 本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の 木工事 建築大工 ・大工工事作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 品質及び性能を有すると共に、次の1)から4)を満たすものとする 屋根及びとい工事 建築板金 ・内外装板金作業

1) 合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、 金属工事 内装仕上げ施工 ・鋼製下地工事作業　

・ｱｽﾌｧﾙﾄ・ MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂板、壁紙、 左官工事 左官 ・左官作業

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、 建具工事 建具製作 ・木製建具手加工作業

建設発生木材 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しない又は発散が極めて少ない ・木製建具機械加工作業

6　工事種目 材料で、設計図書に規定する「ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」の ガラス施工 ・ｶﾞﾗｽ工事作業

・ 区分に応じた材料を使用する 塗装工事 塗装 ・建築塗装作業

2) 接着剤及び塗料はﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ及びｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝの含有量が少ない 内装工事 内装仕上げ施工 ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業

上記に示す受入れ施設は参考であり、実施にあたっては関係法令を遵 材料を使用する ・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業

守し、適切な処理を行うものとする。なお、処分場の決定に当たって 3) 接着剤は可塑剤（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－ｎ－ﾌﾞﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－2－ｴﾁﾙ 表装 ・表具作業 ・ 壁装作業

は監督職員と協議をすること。 ﾍｷｼﾙ等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されて 畳製作 ・畳製作作業

いない材料を使用する 排水工事 配管 ・造園工事作業

・再生資源利用計画書および実施書は、建設副産物情報交換ｼｽﾃﾑ 4) 1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の 植栽工事 造園 ・建築配管作業

（ｺﾌﾞﾘｽ）にて作成し提出すること。 什器等は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、

発散が極めて少ない材料を使用したものとする 12 建設機械 ※建設機械を使用する場合は、排出ｶﾞｽ対策型建設機械等を使用すること

Ⅱ　建築改修工事仕様 特定建設資材以外 ※建設工事に伴う騒音振動対策技術指針に基づき、低騒音型・低振動型建

1　共通仕様 廃棄物の種類 施設名称 所　在　地 搬出距離 また、設計図書に規定する「ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」は、次の通りとする 設機械を使用すること

(1) 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共 ・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 規制対象外 ※建設機械を使用しないときは、ｴﾝｼﾞﾝを停止するなど建設機械の稼働時

建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和4年版）」(以下、「改修標準仕様書」という ) ① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種 間の抑制に努めること

により、改修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の ・防水ｱｽﾌｧﾙﾄ 及び第三種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散建築材料以外の材料 ※そのほか土木工事等共通仕様書(佐賀県県土整備部)「第1章第40節 環

「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)」(以下、「標準仕様書」という)による ② 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣 境対策」による

(2) 本工事に電気設備、機械設備工事を含む場合の特記仕様書は別図による。 ・ｶﾞﾗｽくず、 の認定を受けた材料

(3) 受注者は完了検査（中間検査を含む）には、特定行政庁（建築主事）が求める検査に必要な 陶磁器くず 第三種品

資料等（報告書等）を用意すること。 ・繊維くず ① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

発散建築材料

2　特記仕様 ・木くず ② 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣 2 1 足場その他 内部足場 ※脚立、足場板等 ・（ ） [2.2.1]

(1) 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。 の認定を受けた材料 外部足場 [2.2.1]

(2) 特記事項は、印の付いたものを適用する ・非飛散性 仮
設
工
事

・外部足場を設置する （種類： ）

　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材 （設置範囲 ・工事に必要な範囲 ・ ）

　印と　 印の付いた場合は、ともに適用する。 ・飛散性 本工事に使用する材料については、ｱｽﾍﾞｽﾄを含有しないものとする ・防護ｼｰﾄを設置する （設置範囲 ・工事に必要な範囲 ・ ）

(3) 特記事項に記載の[　]内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図、又は当該表を示 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材 ・防音ｼｰﾄを設置する （設置範囲 ・工事に必要な範囲 ・ ）

し、（　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。 ・廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 公共工事の配慮事項 ・防音ﾊﾟﾈﾙを設置する （設置範囲 ・工事に必要な範囲 ・ ）

(4) 　　印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（ｸﾞﾘｰﾝ購入法）」の特定調 ｸﾞﾘｰﾝ購入法（平成12年法律第100号）に基づく環境物品等の調達の推 材料・撤去材等の運搬方法

達品目を示す。判断の基準は「環境物品の調達の推進に関する基本方針（令和5年2月）」 ・畳 進に関する基本方針における公共工事の配慮事項に留意すること ・A種 ・B種 ・C種 ・D種 [表2.2.1]

（環境省のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可能）による。 （基本方針一部抜粋）21．公共工事の【配慮事項】資材の梱包及び ※定置する足場、作業構台等は、別契約の関連する工事の関係者に

(5) 関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認 上記に示す受入れ施設は参考であり、実施にあたっては関係法令を遵 容器は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時の負 無償で使用させる。

識した場合には、その対応について、監督職員と協議すること。 守し、適切な処理を行うものとする。なお、処分場の決定に当たって 荷低減に配慮されていること

(6) 形状寸法の単位は、特記無き限りﾐﾘﾒｰﾄﾙとする。 は監督職員と協議をする 2 既存部分の養生 既存部分の養生 ・行う ・行わない [2.3.1]

7 化学物質の ・行う ・行わない [1.6.9] 養生方法 ※ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ、合板等による ・（ ）

3 品質計画 施工計画書で工法を定める場合の風圧力の計算 [1.2.2] 濃度測定 既存家具・既存設備等の養生

基準風速( V0 )  (  ) m/s 施工完了時に室内空気中のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ ※ ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ等による ・（ ） [2.3.1]

章 項　目 特　記　事　項 地表面粗度区分 ・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ の濃度を測定し、監督職員に報告すること。 設置範囲 ※図示 ・（ ）

1)測定方法 ※ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取機器 ・ｱｸﾃｨﾌﾞ型採取機器 開口部の養生 ・行う ・行わない

1 1 適用基準等 ※建築工事標準詳細図（令和４年版） ・上記風圧力の1.3倍の風圧力に対する安全性を確保する 2)測定対象室 ※仕上表による ・対象室名 ( ) 養生方法 ・合板張りによる ・（ ）

・公共建築木造工事標準仕様書（令和4年版） ・上記風圧力の1.15倍の風圧力に対する安全性を確保する 3)測定箇所数 ※仕上表による ・ 設置範囲 ※図示 ・（ ）各
章
共
通
事

・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ施設整備基準 注) 測定ﾊﾞｯﾁはﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ用と、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ用の2種類を 固定された備品、机、ﾛｯｶｰ等の移動 [2.3.1]

（佐賀県福祉のまちづくり条例　施設整備ﾏﾆｭｱﾙ） 適用工種 ・ALCﾊﾟﾈﾙ(外壁、屋根) ・押出成形ｾﾒﾝﾄ板(外壁) 　　用いる ※行わない ・行う（図示）

・施設におけるわかりやすいﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝのｻｲﾝ ・外壁石張(乾式) ・外装材(断熱工法)

（佐賀県県土づくり本部建築住宅課発行） ・長尺金属板葺 ・折板葺 8 特別な材料 改修標準仕様書及び標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、 3 仮設間仕切り 仮設間仕切り等の種別 [2.3.2][表2.3.1]

・土木工事等共通仕様書（佐賀県県土整備部） ・ｱﾙﾐ笠木 ・ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ の工法 当該製品の指定工法による 種別 材質 仕上げ

・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版） ・ｼｰﾄ防水(機械式) ・屋上緑化ｼｽﾃﾑ ・ A種 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ厚9.5両面張り　 ・片面塗装

・（ ） 9 石綿含有建材 ※事前調査 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填厚さ （ ）

2 発生材の処理 ・発注者に引渡しを要するもの [1.3.12] の調査 あらかじめ関係法令等に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う ・合板厚９両面張り　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填厚さ （ ）

（・金属類 ・PCB含有物 ・ ） 4 設備工事 施行範囲 図面に特記なき場合は、別表-1による 調査範囲 （ ※改修対象部位 ・図示 ） ・B種 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5片面張り　 ・片面塗装

との取り合い 施工図等 設備機器の設置、取合い等が検討のできる施工図を提出し、 貸与資料 （ ） [1.5.1] ・合板厚９片面張り

特定建設資材の分別解体等及び再資源化等 監督職員の承諾を受ける ・C種 ※ｼｰﾄ張り -

・本工事は特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工 ・分析による石綿含有建材の調査 ・仮説扉 ・合板張木製扉 ・ ・

に特定資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に 分析対象 ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ、ｱﾓｻｲﾄ、ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ、ｸﾘｿﾀｲﾙ、ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ、ﾄﾚﾓﾗｲﾄ

係る資材の再資源化等に係る法律」（平成12年5月31日法第104号。 分析方法

以下「建設ﾘｻｲｸﾙ法」という）施行令又は都道府県が条例で定める 材 料 名 定性分析 定量分析

建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、建設ﾘｻｲｸﾙ法 JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2 JIS A 1481-3又はJIS A 1481-4

に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について ・ ・ 箇所 ・ 箇所

適切な措置を講ずる ・ ・ 箇所 ・ 箇所

工事契約後に明らかになったやむを得ない事情により、予定した条件 ・ ・ 箇所 ・ 箇所

によりがたい場合は、監督職員と協議する ｻﾝﾌﾟﾙ数 1箇所あたり3ｻﾝﾌﾟﾙ

採取場所 ・図示 ・

項

新馬診療所排水改修工事　

・都市計画内・準工業地域・法22条地域

診療所

新馬診療所 Ｓ １ 71.31㎡ 71.31㎡ （４）

・床排水溝設置

・浄化槽接続

・床仕上げ改修

・スロープ改修

・集水桝設置

・

・ ※

Ｇ

・E種

・

・

・
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2 4 監督員事務所 ・設ける ※設けない [2.4.1] 5 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 防水層の種別（既存：屋根保護防水） [3.3.2～5][表3.3.3～10] 6 改質ｱｽﾌｧﾙﾄ 防水層の種別 [3.4.2～4][表3.4.1～3] 平場の保護ﾓﾙﾀﾙ塗り

面積規模 （ ）㎡程度 工法 種別 施工箇所 断熱材 絶縁用シート ｼｰﾄ防水 工法 種別 施工箇所 断熱材 備考 工法 ※改修標準仕様書6.15.6(c)(2)及び(3)に準ずる

続
き

監督職員スペースと工事監理業務の職員スペースは間仕切壁等で仕切る ・P2A ・ A-1 ※ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾙｨﾙﾑ ・ M4AS ・ AS-T1 ・

※ A-2 厚0.15mm以上 ・AS-T2 下地ﾓﾙﾀﾙ塗り ※改修標準仕様書6.15.6(b)(1)に準ずる

監督職員事務所の仕上げ ・A-3 ・ ・AS-J2 ・

部位等 仕上げ ・P1B ・ B-1

床 合板張り又はﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼り ※B-2 M3AS ・ AS-T3 床塗りの場合の床の目地

内壁、天井 合板又は石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り ・ ※AS-T4 目地割り ・2㎡程度　最大目地間隔3m程度 ・

屋根 塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り又は鉄板張り、調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り ・P2AI ・ AI-1 （種類） ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ ・ AS-J1 目地の種類 ※押し目地 ・

※AI-2 ※ JIS A 9521に基づく押出法ﾎﾟﾘｽ 70g/㎡程度 ・AS-J3

（現場事務所） ・現場事務所内に監督職員閲覧ｽﾍﾟｰｽを設け、施工計画書等を備える ・AI-3 ﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付) ・ ・P0AS ・ AS-T3 ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ

・P1BI ・ BI-1 ・ ・ AS-T4 種類・　　　　　　　　　　　厚さ・　　mm

5 工事用水 構内既存の施設 ・利用できる （ ※有償 ・無償 ） ※BI-2 （厚さ） ・AS-J1 ※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による

※利用できない ・25㎜ ・50㎜ ・AS-J3

・ M3ASI ・ ASI-T1 改修標準仕様書3.3.2(9) 絶縁用ｼｰﾄ及び可塑剤移行防止用ｼｰﾄの材質

6 工事用電力 構内既存の施設 ・利用できる （ ※有償 ・無償 ） 立上り部の保護 ・M4ASI ・ ASI-J1 （種類） ※発砲ポリエチレンシート

※利用できない ・乾式保護材 ・P0ASI ・

窯業系ﾊﾟﾈﾙⅠ類 （厚さ） 固定金具の材質及び寸法形状

7 指定仮設等 指定仮設の範囲（種類、箇所、規格、数量を明示） 厚さ （ ） ㎜ ・ ※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板又はそれらの片面

・ 幅 （ ） ㎜ 若しくは両面に樹脂を積層加工した鋼板

・ （品質・性能・試験方法）　建築材料等品質性能表による 仕上塗料 　・

・コンクリート押え 種類 ・製造所の指定による 脱気装置の種類及び設置数量

上記に該当しない仮設については、全て任意仮設とし、請負者の創意 ・れんが押え（ ・ ） 使用量 ・製造所の指定による 種類 ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様による

工夫により施工すること。 ・モルタル押え（屋内等） ・

施工にあたっては、施工計画書に工法・数量を明示し、監督員に提出 高日射反射率防水の適用 G ・有 ・無 設置個数 ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様による

すること。 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ ・

なお、任意仮設のため、仮設工法の変更に伴う数量変更や工期変更は ※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による 脱気装置 ・設ける ・設けない

行わない。 ・ 改修用ﾄﾞﾚﾝ ・設ける ・設けない 接着工法の目地処理

部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ ・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地 （ ・ ）

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの種類及び厚さ

・ ※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による S-F1、SI-F1の場合のﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ部材の入隅部の増張り

平場の保護コンクリートの厚さ ・ ・行う （ ・図示 ・ ）

土
工
事

1 埋戻し及び盛土 種別 ・A種 ・B種 ・C種 ・D種 (3.2.3)(表3.2.1) こて仕上げ ※水下　80mm以上 ・ 粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの種類及び厚さ

床タイル張り ※水下　80mm以上 ・ ※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による 機械的固定工法の場合の一般部のﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの張付け

C種の場合 ・ 1章　適用区分による風圧力の （ ・1.0 ・ 1.15 ・ 1.3 ）倍

(発生場所： ) 防水層の種別（既存：屋根露出防水） 脱気装置の種類及び設置数量 の風圧力に対応した工法

(連絡先　： ) 工法 種別 施工箇所 断熱材 備考 ※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ製造所の指定による

(運　搬　： ・発生原因者側 ・本工事 km ) ・ M4C ・ C-1 ・ 8 塗膜防水 [3.6.2?3][表3.6.1?2]

※ C-2 押え金物の材質、形状及び寸法 工法 種別 施工箇所 仕様塗材

2 建設発生土の ・構外指示の場所 (3.2.5) ・ C-3 ※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ　L-30×15×2.0mm程度 種類 使用量

処理 受け入れ施設 ( ) ・ C-4 ・ ・ P0X ・ X-1 ・ X-1H ※製造所の仕様 ※製造所の仕様

受け入れ場所での処置 ( ・敷きならし ※たい積　 ) ・M3D ・ D-1 ・ X-2 ・ X-2H ・ ・

搬出距離 ( ) Km ・ P0D ※ D-2 7 合成高分子系 防水層の種別 [3.5.2～4][表3.5.1～3] ・L4X ・ X-1 ・ X-1H ※製造所の仕様 ※製造所の仕様

上記に示す受入れ場所・距離は参考であり、実施にあたっては監督 ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 工法 種別 施工箇所 断熱材 備考 ・X-2 ・ X-2H ・ ・

職員と協議のうえ決定する ・P0S ・ S-F1

・構内指示の場所 ・P0DI ・ DI-1 改修標準仕様書3.3.2(9) ・ S4S ・ S-F2 高日射反射率防水の適用 G ・有 ・無

処理の場所 ※図示 ・( ) ・ M3DI ※ DI-2 （種類） ・S-M1

処理の方法 ( ・敷きならし ※たい積　 ) ・ M4DI ・ ・ S-M2 ｳﾚﾝﾀﾝｺﾞﾑ系高伸長形及び高強度形塗装膜防水X-1、X-1H（絶縁工法）

（厚さ） の脱気装置の種類及び設置数量

・25㎜ ・S3S ・ S-F1 種類 ※主材料の製造所の仕様による

・S-F2 ・

仕上塗料 設置戸数 ※主材料の製造所の仕様による

3 1 共通事項 施工標識 ※監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り 種類 ・製造所の指定による ・ ・M4S ・ S-M1 ・

付ける 使用量 ・製造所の指定による ・ ・S-M2

防
水
改
修
工
事

工法 種別 施工箇所 各工程数及び工程の使用量 保護層

改修用ﾄﾞﾚﾝ（P0AS,P0ASI,P0D,P0DI,P0S,P0SI,P0X工法の場合） 高日射反射率防水の適用 G ・有 ・無 ・P0SI ・ SI-F1 改修標準仕様書3.5.2(3)(エ)(b) ・ PIY ※ Y-2 ※主材料の製造所の仕様 ・設ける

※取付方法等は、ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の仕様による ・S3SI ・ SI-F2 （種類） ・ ・設けない

脱気装置 ・設ける ・設けない ・S4SI ・ P2Y ※ Y-2 ※主材料の製造所の仕様 ・設ける

2 降雨等に対する ※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による [3.1.3] 改修用ﾄﾞﾚﾝ ・設ける ・設けない ・M4SI （厚さ） ・ ・設けない

養生方法 ・ ・25㎜ ・50㎜

（とい共） 脱気装置の種類及び設置数量 ・SI-M1 改修標準仕様書3.5.2(3)(エ)(b) 9 ｼｰﾘﾝｸﾞ ｼｰﾘﾝｸﾞ改修工法の種類 [3.1.4][3.7.2～7][表3.7.1]

※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の指定による ・SI-M2 （種類） ・ｼｰﾘﾝｸﾞ充填工

3 既存防水 既存保護層の撤去 [3.1.4][3.2.3,4,6] ・ ・ ・ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

の処理 ・行う （範囲 ・図示 ・ ） （厚さ） ・拡幅ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

・行わない 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ ・25㎜ ・50㎜ ・ﾌﾞﾘｯｼﾞ工法

既存防水層の撤去 ※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による ﾎﾞﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰｶｰ張り ・適用する ・適用しない

・行う （範囲 ・図示 ・ ） ・ 仕上塗料 ｴｯｼﾞﾝｸﾞ材張り ・適用する ・適用しない

・行わない 部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ 種類 ・製造所の指定による ・

既存露出防水層表面の仕上げ塗装除去 ※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による 使用量 ・製造所の指定による ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類、施工箇所

・行う （ ・M4AS ・M4ASI ・ M4C ・ L4X ） ・ 下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による

・行わない 絶縁断熱工法のﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置 高日射反射率防水の適用 G ・有 ・無 施工箇所 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種別（記号）

※図示 ・

4 既存下地 既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等 [3.2.6] 脱気装置 ・設ける ・設けない

の処理 ・図示 ・ 防水層の種別（屋内防水） 改修用ﾄﾞﾚﾝ ・設ける ・設けない

工法 種別 施工箇所 備考 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法 ※図示 ・

P0S工法及びP0SI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し ・P1E ・ E-1 保護層 SI-M1及びSI-M2の場合の防湿用ﾌｨﾙﾑ ・設置する ・設置しない

防水層を非撤去とした立上り部等の補修及び処置 ・P2E ※ E-2 ・設ける （ ・図示 ・ ） 接着性試験 [3.7.8]

※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による ・設けない 軽歩行仕様の有無 ※無 ・有 ・簡易接着性試験 ・引張接着性試験

・

・E-1の工程3を行う部位 ※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位 防水層の種別（屋内防水）

設備機器架台、配管受部、ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ、貫通ﾊﾟｲﾌﾟ廻り、手すり・丸環の ・ 種別 施工箇所 保護層

取付け部、塔屋出入口等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理 平場の 立上り部の

・監督員と協議する ・図示 押え金物の材質及び形状 保護ﾓﾙﾀﾙ塗り厚さ 保護ﾓﾙﾀﾙ塗り厚さ

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　L-30×15×2.0mm程度 ・ ・S-C1 ・ ※ 7㎜以下

・

屋根排水溝 ※図示 ・

・

・

図示
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工
事

3 10 とい といその他 [3.8.2～3][表3.8.1] 4 1 可とう性 （品質・性能・試験方法）JIS　A　6024 [4.2.4] 4-2 1 既存ﾓﾙﾀﾙ塗り ・行う （ ・全面 ※図示の範囲 ） 　[4.3.2] 4-3 1 既存ﾀｲﾙ張り ・外壁ﾀｲﾙ張り全面 ・図示の範囲 　[4.4.2～4]

種別 材質 径 施工箇所 備考 ｴﾎﾟｷｼ樹脂 建築材料等品質性能表による の撤去 の撤去 撤去範囲

続
き

たてどい

・硬質ポリ塩化ビニル管 外
壁
改
修
工
事

外
壁
改
修
工
事　

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ

外
壁
改
修
工
事　

タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ

※下地ﾓﾙﾀﾙまで ・張付けﾓﾙﾀﾙまで ・ﾀｲﾙのみ

・配管用鋼管 2 ﾊﾟﾃ状 （品質・性能・試験方法）JIS　A　6024 [4.2.4] 2 ひび割れ部 ・樹脂注入工法 [4.1.4][4.3.5][4.3.5～8]

・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼管 ｴﾎﾟｷｼ樹脂 建築材料等品質性能表による 改修工法 工法の種類 ひび割れ幅 ひび割れ幅 注入量 2 ひび割れ部 樹脂注入工法 　[4.1.4][4.4.5、6]

・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(ｶﾗｰ) ㎜ ㎜ ml/m 改修工法 工法の種類 ひび割れ幅 ひび割れ幅 注入量

軒どい ・ 3 ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ （品質・性能・試験方法）JIS　A　6024 [4.2.4] ※自動低圧ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～1.0以下 ※200～300 ・ ・ ㎜ ㎜ ml/m

建築材料等品質性能表による 樹脂注入工法 ・ ※自動低圧ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～1.0以下 ※200～300 ・ ※ 130

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ [3.8.3] ・手動式ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～0.3未満 ・50～100 ・ ・ 樹脂注入工法

種別 呼び 施工箇所 材種 4 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ （性能） [4.3.5] 樹脂注入工法 0.3以上～0.5未満 ・100～200 ・ ・ ・手動式ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～0.3未満 ・50～100 ・ ※ 40

・ろく屋根用 ・ねじ込み式 ・80 ・ 100 ・ 125 建築材料等品質性能表による ・機械式ｴﾎﾟｷｼ 0.5以上～1.0以下 ・150～250 ・ ・ 樹脂注入工法 0.3以上～0.5未満 ・100～200 ・ ※ 70

たて形 ・ ・150 樹脂注入工法 ・ ・機械式ｴﾎﾟｷｼ 0.5以上～1.0以下 ・150～250 ・ ※ 130

・ろく屋根用 ・ねじ込み式 ・80 ・ 100 ・ 125 5 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ 広がり速度 長さ変化率 引張接着性 曲げ性能 吸水性 耐久性 樹脂注入工法

よこ形 ・ ・150 （収縮） （材齢28日）（材齢28日） （72時間） (劣化曲げ強さ) 注入状況の確認方法

・ﾊﾞﾙｺﾆｰ用 ・ねじ込み式 ・50 ・ 80 ・ 100 cm/s ％ N/mm2 N/mm2 ％ N/mm2 抜取り個数 ※長さ500mごと及びその端数につき1個 注入状況の確認方法

・差し込み式 ・50 ・ 75 ・ 100 3以上 3以下 0.5以上 5.0以上 15以下 5.0以上 ・ 抜取り個数 ※長さ500mごと及びその端数につき1個

・ ﾊﾞﾙｺﾆｰ ・ねじ込み式 ・50 ・ 80 ・ 100 保水係数 0.35～0.55 抜取り部の補修方法 ※図示 ・ ・

中継用 ・差し込み式 ・50 ・ 75 ・ 100 粘調係数 0.50～1.00 抜取り部の補修方法 ※図示 ・

・Ｕｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

防露材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 6 既製調合ﾓﾙﾀﾙ ﾓﾙﾀﾙ下地としたﾀｲﾙ工事に使用する張付け用ﾓﾙﾀﾙとして、ｾﾒﾝﾄ、細骨 [4.4.5] ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材 3 欠損部改修工法 ・ﾀｲﾙ部分張替え工法 [4.1.4][4.4.5][4.4.7～8]

※ F☆☆☆☆ ・ 材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。 充填材料 ※1成分形又は2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ 張付け材料

（品質・性能・試験方法） ・ ・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法 建築材料等品質性能表による ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填 ※行う ・行わない ・JIS A 5557による一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系

※図示 ・ ・可とう性エポキシ樹脂

7 外壁改修数量表 ※図示による ・ﾀｲﾙ張替え工法

鋼管製といの防露巻き ※改修標準仕様書表3.8.4による ・ｼｰﾙ工法 張付け用材料

・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂 ・張付けﾓﾙﾀﾙ （ ・現場調合材料 ・既調合ﾓﾙﾀﾙ ）

とい受金物 ・可とう性エポキシ樹脂 ・JIS A 5557による一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系

材種 ・鋼製（亜鉛めっき） ※ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304） [表3.8.2]

形状 ※市販品（とい径100以下） ・ 3 欠損部改修工法 ※充填工法 [4.1.4][4.3.9、10] 伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

※25×4.5以上（とい径100を超えるもの） ※ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ 位置 ※改修標準仕様書表4.4.2による ・

取付間隔 ※改修標準仕様書表3.8.2による ・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

・ 4-1 1 ひび割れ部 ・樹脂注入工法 [4.1.4][4.3.5][4.2.4～7] ﾀｲﾙ張り下地等の下地ﾓﾙﾀﾙの接着力試験

改修工法 工法の種類 ひび割れ幅 ひび割れ幅 注入量 ・ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法 ・行う ・行わない

足金物 外
壁
改
修
工
事　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
仕
上
げ

㎜ ㎜ ml/m ・現場調合材料

材種 ・鋼製（亜鉛めっき） ※ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304） [表3.8.2] ※自動低圧ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～1.0以下 ※200～300 ・ ・ （ｾﾒﾝﾄは改修特記仕様書8-2　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事による） ・ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによるﾀｲﾙ（ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ）張り

形状 ※市販品 ・ 樹脂注入工法 ・ ・既調合材料 下地ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理

取付間隔 ※改修標準仕様書表3.8.2による ・手動式ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～0.3未満 ・50～100 ・ ・ 既製目地材 ・使用する （ 形状 ） ・目荒らし工法（改修標準仕様書4.4.9(3)による）

・ 樹脂注入工法 0.3以上～0.5未満 ・100～200 ・ ・ 仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置 ・

・機械式ｴﾎﾟｷｼ 0.5以上～1.0以下 ・150～250 ・ ・ ※図示 ・

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝの取付け 樹脂注入工法 ・ ﾀｲﾙ張りの工法

※水はけがよく、床面より下げ、周囲の隙間にﾓﾙﾀﾙを充填 4 浮き部改修工法 [4.1.4][4.3.5][4.3.11～16] 外装ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ

注入状況の確認方法 ※目視による

工法の種類

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数 注入口箇所数 注入量 ・ﾏｽｸ張り ・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

電食の恐れがある場合は、監督員と協議するものとする 抜取り個数 ※長さ500mごと及びその端数につき1個 本/㎡ 箇所/㎡ ml/箇所 外装ﾀｲﾙ

・ 一般部 指定部 一般部 指定部 ・密着張り ・改良圧着張り ・改良積上げ張り

11 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木 [3.9.2][表3.9.1] 抜取り部の補修方法 ※図示 ・ ・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分 ※ 16 ※ 25 - - ※ 25

施工箇所 種類 製品幅
最小呼
称肉厚

表面処理
ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ　改修特記仕様書3章　防水改修工事による

・Ｕｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法 ・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 ※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20 ※ 25

・押出し250形 ※ 250 ※ 1.6 ※ AB-1種 ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・ ・有機系接着剤によるﾀｲﾙ（ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ）張り

ｵｰﾌﾟﾝ ・押出し300形 ※ 300 ※ 1.8 又は 充填材料 ※1成分形又は2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 ※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20 ※ 50 ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理

形式 ・押出し350形 ※ 350 ※ 2.0 BB-1種 ・ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾗﾘｰ注入工法 ・ ・ ・ ・ ・ ・目荒らし工法（改修標準仕様書4.4.9(3)による）

・板材折曲げ形 ・ ※2.0 ・ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填 ※行う ・行わない ・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分 ※ 9 ※ 16 - - ※ 25 ・

ｼｰﾙ形式 ・板材折曲げ形 ・ ※2.0 ・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・注入口ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 ※ 9 ※ 16 ※ 9 ※ 16 ※ 25 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類

板材折曲げ形の付属部品の材料及びｺｰﾅｰ部、突当り部等の役物 ・ｼｰﾙ工法 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・ 伸縮調整目地その他の目地 ※変成ｼﾘｺｰﾝ系

・製造所の仕様による ・ ・ﾊﾟﾃ状エポキシ樹脂 ・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 ※ 9 ※ 16 ※ 9 ※ 16 ※ 50 ・

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾗﾘｰ注入工法 ・ ・ ・ ・ ・ 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地 ※ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

既存笠木等の撤去 ・行う （ 範囲 ・図示 ・ ） ・充填工法 - - - - - ・

・行わない 9 欠損部改修工法 充填工法 [4.1.4][4.3.5][4.2.8] ・モルタル塗り替え工法 - - - - - ｼｰﾘﾝｸﾞのその他事項は、改修特記仕様書3章　防水改修工事による

※ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

下地補修の工法 ※図示 ・ ・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ 4 浮き部改修工法 [4.1.4][4.4.5][4.4.9～15]

※ ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

工法の種類

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数 注入口箇所数 注入量

板材折曲げ形の笠木の取付方法 ※図示 ・ ・ 本/㎡ 箇所/㎡ ml/箇所

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ 一般部 指定部 一般部 指定部

棟上避雷導体ｼｽﾃﾑ ※無 ・有 ※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度 ・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分 ※ 16 ※ 25 - - ※ 25

・ ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・ ・ ・

笠木の固定金具の工法等 ・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 ※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20 ※ 25

1章　適用区分による風圧力の （ ・1.0 ・ 1.15 ・ 1.3 ）倍 充填工法 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・

の風圧力に対応した工法 ※ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ ・ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 ※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20 ※ 50

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾗﾘｰ注入工法 ・ ・ ・ ・ ・

12 保証 ※金属屋根工事及び防水工事については、10年間の施工保証とし、 ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法 ・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分 ※ 9 ※ 16 - - ※ 25

保証書は元請業者と施工業者の連名とすること ・現場調合材料 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・金属屋根工事及び防水工事については、 （ ）年間の （ｾﾒﾝﾄは改修特記仕様書8-2　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事による） ・注入口ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 ※ 9 ※ 16 ※ 9 ※ 16 ※ 25

施工保証とし、保証書は元請業者と施工業者の連名とすること ・既調合材料 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・

既製目地材 ・使用する （ 形状 ） ・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 ※ 9 ※ 16 ※ 9 ※ 16 ※ 50

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾗﾘｰ注入工法 ・ ・ ・ ・ ・

※図示 ・ ・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ ※ 9 ※ 16 - - -

ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ

※ ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

・

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ

※ ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304)呼び径外径6mm

・

・

ー

・ ｺｱ抜取りを行う

※目視による ・ｺｱ抜取りを行う

※目視による ・ｺｱ抜取りを行う
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4-3 ・ ﾀｲﾙ部分張替え工法 [4.1.4][4.4.5][4.4.7～8] 2 仕上塗材仕上げ 建物内部に使用する塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 [4.1.5][4.5.6][表4.5.8] 5 1 改修工法 [5.1.3] 7 樹脂製建具 性能等級 [5.3.2～5][表5.3.1～2]

張付け材料 ※F☆☆☆☆ ・ 建具の種類 かぶせ工法 撤去方法 適用箇所 ・外部に面する建具

続
き

・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ 建
具
改
修
工
事

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具 ・ ・ ・建具表による ・ ・A種 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・JIS A 5557による一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系 新規仕上塗材の種類 ・樹脂製建具 - ・ ・建具表による ・ ・B種 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

種類 呼び名 防火 仕上げの形状及び工法 ・鋼製建具 ・外部 ・ ・ ・建具表による ・ ・C種 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・ﾀｲﾙ張替え工法 材料 ・ ・内部 ・ ・ ・建具表による ・

張付け用材料 ・薄付け ・外装薄塗材Si ・ ・砂壁状 ・鋼製軽量建具 ・ ・ ・建具表による ・ ・上記によらない場合

・張付けﾓﾙﾀﾙ （ ・現場調合材料 ・既調合ﾓﾙﾀﾙ ） 仕上塗材 ・可とう形外装薄塗材Si ・ ・ゆず肌状 ・ｽﾃﾝﾚｽ製建具 ・ ・ ・建具表による ・ 耐風圧性の等級 （ ）

・JIS A 5557による一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系 ・外装薄塗材E ・ （・吹付け ・ﾛｰﾗｰ塗り ） ・木製建具 ・ ・ ・建具表による ・ 気密性の等級 （ ）

・可とう形外装薄塗材E ・ ・さざ波状 水密性の等級 （ ）

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地 ・防水形外装薄塗材E ・ ・平たん状 新規に建具を設ける場合 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

位置 ※改修標準仕様書表4.5.1による ・ ・外装薄塗材Si ・ ・凹凸状 壁部分の開口の開け方 ※図示 ・

（・吹付け ・こて塗り ） 新規建具周囲の補修工法及び範囲 ※図示 ・ 防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ

ﾀｲﾙ張り下地等の均しﾓﾙﾀﾙの接着力試験 ・着色骨材砂壁状 ・適用する 遮音性の等級 （ ・T-1 ・ T-2 ）

・行う ・行わない （・吹付け ・こて塗り ） 建具周囲のｼｰﾘﾝｸﾞは、改修特記仕様書3章 防水改修による （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・砂壁状じゅらく ・適用しない

・ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによるﾀｲﾙ（ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ）張り ・京壁状じゅらく 2 防火戸 防火戸の指定 [5.1.4]

下地モルタル塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理 ・厚付け ・外装厚塗材C ・ ・吹放し ・凸部処理 ・適用する 適用箇所 （ ・建具表による ・ ） 断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ G

・目荒らし工法（改修標準仕様書4.4.9(3)による） 仕上塗材 ・外装厚塗材Si ・ ・平たん状 ・凹凸状 ・適用しない ・適用する 断熱性の等級 （ ・H-4 ・ H-5 ・ H-6 ・ ）

・ ・外装厚塗材E ・ ・ひき起こし ・かき落とし （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

上塗材 防火戸の自動閉鎖機構及びﾋｭｰｽﾞ装置、熱感知器又は煙感知器との連動 ・適用しない

ﾀｲﾙ張りの工法 ・適用する ・適用しない ・連動させる （ ・建具表による ・ ）

外装ﾀｲﾙ ・密着張り ・改良圧着張り ・複層 ・複層塗材CE ・ ・ゆず肌状 ・凸部処理 ・連動させない 外部に面する建具の日射熱取得性の等級 ・

・改良積上げ張り 仕上塗材 ・可とう形複層塗材CE ・ ・凹凸模様

外装ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ ・ ﾏｽｸ張り ・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り ・複層塗材Si ・ 耐候性 ・耐候形3種　 3 見本の製作等 建具見本の製作 ・する ・しない [5.1.5] ｶﾞﾗｽ ※複層ｶﾞﾗｽ ・単板ｶﾞﾗｽ ・三重ｶﾞﾗｽ ・建具表による

・複層塗材E ・ ・耐候形2種　 仮組の実施 ・する ・しない

・有機系接着剤によるﾀｲﾙ（ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ）張り ・複層塗材RE ・ ・耐候形1種　 ｽﾃﾝﾚｽ製くつずりの仕上げ ・HL ・

ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理 ・防水形複層塗材CE ・ 上塗材 4 防犯建物部品 ・適用する （ ） [5.1.7]

・目荒らし工法（改修標準仕様書4.4.9(3)による） ・防水形複層塗材E ・ 溶媒 ※水系 ・溶剤系 適用箇所 （ ・建具表による ・ ） 枠の見込み寸法 ・建具表による ・

・ ・防水形複層塗材RE ・ 樹脂 ※ｱｸﾘﾙ系 ・ ・適用しない

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類 外観 ※つやあり 表面色 ※標準色 ・特注色

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地 ・つやなし 5 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具 性能等級 [5.2.2～5][表 5.2.1、2]

※ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 ・ ・ ﾒﾀﾘｯｸ ・外部に面する建具 水切り板、ぜん板 ※図示 ・

伸縮調整目地その他の目地 ・可とう形 ・可とう系改修塗材E ・ ・平たん状 ・さざ波状 ・A種 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

※変成ｼﾘｺｰﾝ系 ・ 改修用 ・可とう系改修塗材RE ・ ・ゆず肌状 ・B種 （ 建具符号 ・建具表による ・ ） 8 鋼製建具 性能等級 [5.2.2][5.4.2～5][表5.4.2]

ｼｰﾘﾝｸﾞのその他事項は、改修特記仕様書3章 防水改修工事による 仕上塗材 ・可とう系改修塗材CE ・ 耐候性 ・耐候形3種　 ・C種 （ 建具符号 ・建具表による ・ ） 簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄ

・耐候形2種　 ・適用する

5 目地改修工法 ・目地ひび割れ部改修工法 [4.1.4][4.4.16] ・耐候形1種　 ・上記によらない場合 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・伸縮目地改修工法 上塗材 耐風圧性の等級 （ ） ・適用しない

伸縮調整目地の位置及び寸法 ・図示 ・ 溶媒 ※水系 ・溶剤系 気密性の等級 （ ）

樹脂 ※ｱｸﾘﾙ系 ・ 水密性の等級 （ ） 外部に面する建具の耐風圧性

6 ﾀｲﾙの形状、 ［4.4.5] 外観 ※つやあり （ 建具符号 ・建具表による ・ ） ・S-4 （ 建具符号 ・建具表による ）

寸法等 施工箇所 種類 形状 吸水率に うわ 役物 色 再生材 耐凍 耐滑 ・つやなし ・S-5 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

寸法 よる区分 ぐすり の適用 害性 り性 ・ ﾒﾀﾘｯｸ 防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ ・ S-6 （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

㎜ Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう無ゆう有 無 標 特 有 無 ・適用する 遮音性の等級 （ ） ・

準 注 3 ﾏｽﾁｯｸ塗材塗り 種別 ・A種 ・ B種 [4.6.2][表4.6.1] （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・適用しない 防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 外壁用塗膜 外壁用塗膜防水塗り [4.1.5][4.7.2][表4.7.1] ・適用する 遮音性の等級 （ ）

防水材塗り 仕上げ形状 ・ 断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ G （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

工法 ・ ・適用する 断熱性の等級 （ ） ・適用しない

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

仕上塗料の耐候性 ・JIS A　6909の耐候性1種相当 ・適用しない 断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ G

・ ・適用する 断熱性の等級 （ ）

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 耐震ﾄﾞｱ （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

模様材の種類 ・ ・適用する 面内変形追随性の等級 （ ） ・適用しない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

仕上げ塗料の種類 ・ ・適用しない 耐震ﾄﾞｱ

試験張り ・行う ・行わない ・適用する 面内変形追随性の等級 （ ）

見本焼き ・行う ・行わない 下地挙動緩衝材の適用 ・適用する ・適用しない 枠の見込み寸法 ・建具表による ・ （ 建具符号 ・建具表による ・ ）

・適用しない

ｺﾝｸﾘｰﾄ面のひび割れ部及び欠損部の処置 表面処理の種別

※改修特記仕様書4章 外壁改修工事（ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ外壁改修） 外部に面する建具 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ・SUS304、SUS430J1L、又はSUS443J1 ・

4-4 1 既存塗膜等の [4.5.4][表4.5.4～7] による 種別 ・BB-1種 ・ BB-2種

除去、下地処理 工法 処理範囲 下地処理 加圧力 ・ 着色 ・標準色 （ ） ・特注色 （ ） 点検口の類のくつずりの材料 ・

外
壁
改
修
工
事　

塗
り
仕
上
げ

及び下地調整 ・ｻﾝﾀﾞｰ工法 ※既存仕上面全体 ・行う - 屋内に使用する建具

・図示 ﾓﾙﾀﾙ面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処置 種別 ・BC-1種 ・ BC-2種 鋼板の厚さ ※改修標準仕様書表5.4.2による

・高圧水洗 ※既存仕上面全体 ・行う ・30～100Mpa程度 ※改修特記仕様書4章 外壁改修工事（ﾓﾙﾀﾙ塗り仕上げ外壁改修）による 着色 ・標準色 （ ） ・特注色 （ ） ・ mm

工法 ・図示 ・100～250Mpa程度 ・

・塗膜はく離 ※既存仕上面全体 ・行う - ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ・ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製くつずりの仕上げ ・HL ・

剤工法 ・図示 既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整

・水洗い工法 ※上記処理範囲以外 ・行う ・10～30Mpa程度 改修特記仕様書4章 外壁改修工事（塗仕上外壁等改修）による ｽﾃﾝﾚｽ製くつずりの仕上げ ・HL ・ 標準型鋼製建具の形状及び寸法

の既存仕上面全体 ・ ・建具表による ・

・図示 結露水の処理方法 ・図示 ・

※ 下地調整塗材 （ ・C-1 ・ C-2 ・ CM-2 ） 水切り板、ぜん板 ・図示 ・

・ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

・ 防水形仕上げ塗材主材 6 網戸等 網戸等

種類 材種 線径 網目

・防虫網 ※合成樹脂製 ※0.25㎜以上 ※16～18ﾒｯｼｭ

・ ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製 ・ ・

・ｽﾃﾝﾚｽ（SUS316）製

・防鳥網 ｽﾃﾝﾚｽ（SUS304）線材 1.5㎜ 網目寸法 15㎜

10～15Mpa程度
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5 8 鋼製軽量建具 性能等級 [5.2.2][5.5.2～5][表5.5.1、2] 10 木製建具 建具材の加工、組立時の含水率 [5.7.1～4] ・ ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ（丁番型） 13 自閉式上吊り 性能 ※改修標準仕様書 表5.10.1 による [5.10.3][表5.10.1]

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄ（気密性の等級A-3） ※B種 ・A種 材質 ・鋼（焼付け塗装） 引戸装置 ・以下による

続
き

・適用する ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ機能 ・有り ・無し 手動開き力 （ ）

（ 建具符号 ・建具表による ・ ） 建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 手動閉じ力 （ ）

・適用しない ※F☆☆☆☆ ・ ・ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ ・ Grade1 ※ Grade2 閉じ速度の調整 （ ）

材質 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 制動区間 （ ）

防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ ・ ﾌﾗｯｼｭ戸 表面材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ機能 ・有り ・無し 開閉繰返し （ ）

・適用する 遮音性の等級 （ ） ・改修標準仕様書5.7.2(2)(ｲ)(a)による 耐衝撃性 （ ）

（ 建具符号 ・建具表による ・ ） ・ ・押棒、押板

・適用しない 材質 ・ｽﾃﾝﾚｽ ・黄銅 ・合成樹脂 14 重量シャッター [5.11.2～4][表5.11.1]

表面材の合板の種類 ｼｬｯﾀｰの種類 耐風圧強度 備考

断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ G 合板の種類 規格 備考 ・ｱｰﾑｽﾄｯﾊﾟｰ ・管理用ｼｬｯﾀｰ （ ） Pa ※障害物感知装置

・適用する 遮熱性の等級 （ ） ※普通合板 表面の樹種 材質 ・鋼（ｸﾛｰﾑめっき） ※ｽﾃﾝﾚｽ (自動閉鎖型)

（ 建具符号 ・建具表による ・ ） 生地、透明塗料塗り ・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ （ ） Pa ※危害防止機構

・適用しない （ ※ﾗﾜﾝ程度 ・ ） ・ｸﾚｾﾝﾄ ・屋内用防火ｼｬｯﾀｰ

不透明塗料塗り 　 材質 ・建具製造所の仕様による ・防煙ｼｬｯﾀｰ

耐震ﾄﾞｱ （ ※しな程度 ・ ）

・適用する 面内変形追随性の等級 （ ） 板面の品質 （ ） ・排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ （ ※埋込 ・露出 ） 開閉機能による種類 ※上部電動式（手動併用） ・上部手動式　

（ 建具符号 ・建具表による ・ ） 接着の程度 （ ・1級 ・2級 ）

・適用しない ・天然木 樹名 （ ） ・ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ 電動ｼｬｯﾀｰにおける二重ﾁｪｰﾝ、急降下制御（停止）装置等の設置個所

化粧合板 接着の程度 （ ・1級 ・2級 ） ※図示による

鋼板 ※亜鉛めっき鋼板 ・ﾋﾞﾆﾙ被膜鋼板 ・特殊加工 化粧加工の方法 握り玉、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、押出類、ｸﾚｾﾝﾄの取付け位置

・ｶﾗｰ鋼板 ・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 化粧合板 （ ・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装 ） ・建具表による ・ 電動式にｼｬｯﾀｰおける障害物感知装置の設置箇所

表面性能 （ ）タイプ ※図示による

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ・SUS304、SUS430J1L、又はSUS443J1 ・ 接着の程度 （ ・1級 ・2級 ） 金物の種類及び見え掛り部の材質等

※改修標準仕様書表5.8.1により適用は建具表による 屋内用防火ｼｬｯﾀｰもしくは防煙ｼｬｯﾀｰにおける危害防止機構

ｽﾃﾝﾚｽ製くつずりの仕上げ ・HL ・ 表面板の厚さ ※改修標準仕様書表5.7.6による ・ 適用 ※改修標準仕様書5.11.2(4)(ｴ)(a)かつ(c)

・ ・改修標準仕様書5.11.2(4)(ｴ)(b)かつ(c)

鋼板の厚さ 金属製建具用丁番の枚数及び大きさ 設置箇所 ※図示による

※改修標準仕様書表5.5.1による ・かまち戸 かまち樹種 （ ） ※改修標準仕様書表5.8.2による

・片開き、親子開き及ひ?両開き戸の1枚の戸の有効開口幅か?950mm又は 鏡板樹種 （ ） 管理用ｼｬｯﾀｰのｼｬｯﾀｰｹｰｽ　 ・設ける ・設けない

2,400mmを超える場合 見込み寸法 ※36mm ・建具表による ・ 樹脂製建具丁番の枚数及び大きさ

・ ※改修標準仕様書表5.8.3による ｽﾗｯﾄ及びｼｬｯﾀｰｹｰｽ用鋼板

召合せ、縦小口包み板の材質 ・ふすま 鋼板の種類 ・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

※鋼板 ・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ・ｱｽﾐﾆｳﾑ合金の押出形材 張りの種別 （ ・Ⅰ型 ・Ⅱ型 ） 木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ ・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

上張り ・鳥の子 ・新鳥の子又はﾋﾞﾆﾙ紙程度 ※改修標準仕様書表5.8.4による めっきの付着量 ※Z12又はF12 ・

標準型鋼製軽量建具の形状及び寸法 ・押入等の裏側は雲花紙程度

・建具表による ・ 縁仕上 ・塗り縁 生地縁（素地） 木製建具に使用する戸車及びﾚｰﾙ 電動式の場合の電源 ※三相200V　0.75kw以下（過電流保護装置付）

・生地縁（ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔｰ塗装） ・改修標準仕様書表5.8.5による

9 ｽﾃﾝﾚｽ製建具 性能等級 [5.6.2～5] 見込み寸法 ※19.5mm ・建具表による ・ ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ、まぐさ、雨掛りに用いる座金及び座板のｶﾊﾞｰ、雨掛りに用いる

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄ 12 自動ドア ・引き戸用駆動装置 [5.9.2?3] ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ類のふたの材質

・適用する ・戸ぶすま 開閉装置 性能値 ※改修標準仕様書表5.9.1による ・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 SUS304、SUS430J1L、又はSUS443J1 

（ 建具符号 ・建具表による ・ ） 見込み寸法 ※30mm ・建具表による ・ （ 防錆 ・適用する ・適用しない ） ・

・適用しない ・以下による

・紙張り障子 種類、開閉方式 （ ） 15 軽量シャッター 開閉方式 [5.12.2～4][表5.12.1]

外部に面する建具の耐風圧性 見込み寸法 ※30mm ・建具表による ・ 耐電圧 （ ） ※手動式 ・上部電動式（手動併用）

・S-4 （ 建具符号 ・建具表による ・ ） 温度上昇 （ ）

・S-5 （ 建具符号 ・建具表による ・ ） 枠、くつずりの材料 ・建具表による 耐久性（ｻｲｸﾙ） （ ） ｼｬｯﾀｰｹｰｽ ・設ける ・設けない

・S-6 （ 建具符号 ・建具表による ・ ） 防錆 （ ）

・ 11 建具用金物 ・ﾏｽﾀｰｷｰ ※製作する （ ※新規 ・既存にあわせる ） [5.8.2～4] 電源 （ ） 耐風圧強度 （ ） Pa

その他の鍵の製作本数 ※各室3本1組（室名札付き）

防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ ・ ・車椅子使用者用便房出入口引き戸用駆動装置 ｽﾗｯﾄの材質

・適用する 遮音性の等級 （ ） 性能値 ※改修標準仕様書表5.9.2による ・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

（ 建具符号 ・建具表による ・ ） ※ｼﾘﾝﾀﾞｰ箱錠 （ 防錆 ・適用する ・適用しない ） めっき付着量 （ ※Z06又はF06 ・ ）

・適用しない ※ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ 材質 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 ・ｽﾃﾝﾚｽ ・黄銅 ・以下による ・JIS G 3322（塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

座金 ※丸座 ・長座 耐電圧 （ ） めっき付着量 （ ※AZ90 ・ ）

断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ G ・握り玉 材質 ※ｽﾃﾝﾚｽ 温度上昇 （ ）

・適用する 遮熱性の等級 （ ） ・耐じん性能 ・ 耐久性（ｻｲｸﾙ） （ ） ｽﾗｯﾄの形状 ・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形 ・ ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

（ 建具符号 ・建具表による ・ ） 防錆 （ ）

・適用しない ・本締り錠 （品質、性能）建築材料等品質性能表による 電源 （ ） 電動式の場合の危害防止機構 ※有（障害物感知装置自動閉鎖型）

・耐じん性能 ・

耐震ﾄﾞｱ ・引き戸用検出装置 電動式の場合の電源 ※単相100V（過電流保護装置付） ・

・適用する 面内変形追随性の等級 （ ） ・空錠 性能値 ※改修標準仕様書表5.9.3による

（ 建具符号 ・建具表による ・ ） ※ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ 材質 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 ・ｽﾃﾝﾚｽ ・黄銅 （ 防錆 ・適用する ・適用しない ） 16 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ [5.13.2?4]

・適用しない 座金 ※丸座 ・長座 ・以下による ｾｸｼｮﾝ材料 耐風圧 開閉方式 収納形式 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ

・握り玉 材質 ※ｽﾃﾝﾚｽ 放射無線周波数電磁界耐性 （ ） による区分 区分 による区分 による区分 の材質

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ・SUS304、SUS430J1L、又はSUS443J1 ・ 耐電圧 （ ） ※ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ ・ 125 ※ ﾊﾞﾗﾝｽ式 ・ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形 ※溶融亜鉛

・ｸﾞﾚﾓﾝ錠 防錆 （ ） ・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ ・ 100 ・ ﾁｪｰﾝ式 ・ ﾛｰﾍｯﾄﾞ形 めっき鋼板

表面仕上げ ※HL仕上げ ・鏡面仕上げ ・ ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙの材質 ※亜鉛合金 ・ｽﾃﾝﾚｽ 防滴 （ ） ・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ ・ 75 ・電動式 ・ﾊｲﾘﾌﾄ形 ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

製造所 ※図示 電源 （ ） ・50 ・ ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

ｽﾃﾝﾚｽ製くつずりの仕上げ ・HL ・

・ﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞ 戸の開閉方式　　※建具表による 電動式ｼｬｯﾀｰにおける障害物感知装置の設置箇所

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の曲げ加工 ｶﾊﾞｰ部の材質 ※亜鉛合金 ・ｽﾃﾝﾚｽ ※図示による

※普通曲げ 引き戸用検出装置の種類

・角出し曲げ （ ・a角 ・b角 ・c角 ） ・軸吊りﾋﾝｼﾞ ※光線（反射）ｾﾝｻｰ ・熱線ｾﾝｻｰ ・音波ｾﾝｻｰ

自閉装置付き ・適用する ・適用しない ・光電ｾﾝｻｰ ・電波ｾﾝｻｰ ・押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ

・ ﾀｯﾁｽｲｯﾁ （ ・無線式 ・光線式 ）

・ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ ・ Grade1 ※ Grade2 ・車椅子使用者用便房ｽｲｯﾁ （ ・大形押しﾎﾞﾀﾝ ・非接触 ）

ｶﾊﾞｰ部の材質 ※ｽﾃﾝﾚｽ

凍結防止措置 ※行わない ・行う

・ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ（丁番型）

材質 ・鋼（焼付け塗装） 駆動力 ※電気式または電動油圧式 ・（ ）

ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ機能 ・有り ・無し 電源 ※単相100V(過電流保護装置付) ・（ ）

補助ｾﾝｻ ※安全光線ｽｲｯﾁ1組 ・（ ）

各開閉装置毎に補助ｾﾝｻを設ける
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5 17 ガラス ・ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽの品質及び厚さの呼びによる種類 [5.14.2～4] 6 1 改修範囲 [6.1.3] 8 造作用 [6.5.2] ・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

※建具表による 既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲 集成材 G ・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材 施工箇所 品名 厚さ 単板の 接着の 防虫処理 間伐材等

続
き

内
装

改
修

工
事

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う ・図示 施工箇所 品名 樹種 寸法 見付け材 見付け材 間伐材等 ㎜ 樹種 程度 の適用

・型板ｶﾞﾗｽの厚さによる種類 ※建具表による ㎜ 面数 面の品質 の適用 ・1類 ・適用する ・

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲 ※1等 ・ ・特類 ・適用しない

・網入り板ｶﾞﾗｽ及び線入り板ｶﾞﾗｽの網又は線の形状、板の表面の状態及び ※壁面から両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う ・2等

厚さの呼びによる種類 ・図示

※建具表による ・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修 施工箇所 厚さ 化粧板に使用 接着の 防虫処理 間伐材等

・合わせｶﾞﾗｽ ※既存のまま ・図示 ・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材 ㎜ する単板の樹種 程度 の適用

材料の板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びにｶﾞﾗｽの合計厚さによる種類 施工 品名 樹種 寸法 化粧薄板 見付け材 見付け材 間伐材等 ・1類 ・適用する ・

※建具表による 2 既存床の撤去 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ等の除去 箇所 ㎜ の厚(㎜) 面数 面の品質 の適用 ・2類 ・適用しない

形状による種類 ・平面合わせｶﾞﾗｽ ・曲面合わせｶﾞﾗｽ 及び下地補修 ※仕上げ材のみ（接着剤とも） ・化粧薄板 ※1等 ・

落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類 ・下地ﾓﾙﾀﾙとも （ ・図示 ・除去範囲すべて ） ・芯材 ・2等

・Ⅰ類 ・Ⅱ類 ・Ⅱ-2類 ・Ⅲ類 ・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

合成樹脂塗床材の除去工法 施工箇所 品名 厚さ 接着の 単板の 化粧加工 防虫処理

・強化ｶﾞﾗｽ ・機械的除去工法 ・目荒し工法 ㎜ 程度 樹種 の方法

形状による種類及び材料板ｶﾞﾗｽ種類による名称 ※建具表による ・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材 ・適用する

破片の状態及びｼｮｯﾄﾊﾞｯｸ衝撃特性による種類 ・Ⅰ類 ・Ⅲ類 ｺﾝｸﾘｰﾄ又はﾓﾙﾀﾙ面の下地処理に用いるﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ及びｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙは、 施工箇所 樹種 寸法 見付け材面の品質 含水率 間伐材等 ・適用しない

4章外壁改修工事による。 ㎜ の適用

・熱線吸収板ｶﾞﾗｽ ※ 15％ ・ 内部の造作に使用する

板ｶﾞﾗｽの種類 性能 色調 3 既存壁の撤去 間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修 以下

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ ・ 1種 ・ﾌﾞﾙｰ 及び下地補修 ※改修標準仕様書4.3.10によるﾓﾙﾀﾙ塗り ・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・熱線吸収網入磨き板ｶﾞﾗｽ ・ 2種 ・ｸﾞﾚｰ （塗り厚25㎜を超える場合の補修 ・行う ・行わない 施工箇所 厚さ 表裏面の状態 曲げ強さ 耐水性 難燃性

・熱線吸収線入磨き板ｶﾞﾗｽ ・ ﾌﾞﾛﾝｽﾞ ・図示 ㎜ による区分 による区分 による区分 による区分

・熱線吸収網入型板ｶﾞﾗｽ ・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材 ※15 ※ 13ﾀｲﾌﾟ ※ P又はM

4 施工一般 材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 [6.5.2] 施工箇所 樹種 寸法 化粧薄板 見付け材 含水率 間伐材等 ・ ・ ・

※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b) ㎜ の厚(㎜) 面の品質 の適用

・複層ｶﾞﾗｽ ・ ・化粧薄板 ※15％ ・ ・JAS 0360に基づく構造用ﾊﾟﾈﾙ

材料板ｶﾞﾗｽの種類品種 断熱性に 日射取得性、日射熱 乾燥気体 ・芯材 以下 施工箇所 品名 寸法（mm）

及び厚さによる種類 よる区分 遮蔽性による区分 の区分 5 材料 木材の含水率 ※A種 ・B種 [6.5.2]

※建具表による ・T1 ・ T4 ・ G ・空気 保存処理木材 ・使用する （ 使用箇所 ： ）

・T2 ・ T5 ・ S ・ ｱﾙｺﾞﾝ 間伐材等 ・使用する （ 使用箇所 ： ）

・T3 ・ T6 ・ MDF

6 産地等 ・県産木材 ※使用する （ 使用箇所 ： ） 9 造作用単板 [6.5.2] 施工箇所 厚さ 表裏面の状態 曲げ強さ 接着剤に 難燃性に 間伐材等

・熱線反射ｶﾞﾗｽ ・さがの木 ※使用する （ 使用箇所 ： ） 積層材 G ・ JAS 0701に基づく造作用単板積層材 ㎜ による区分 による区分 よる区分 よる区分 の適用

材料板ｶﾞﾗｽの種類品種 日射熱遮蔽性
耐久性による区分

・地域材 ※使用する （ 使用箇所 ： ） 施工箇所 品名 寸法 表面の化粧加工 防虫処理 間伐材等

及び厚さによる種類 による区分 ㎜ の適用

※建具表による ・1種 ・A種 ・県産材製材品（板材）の規格 ・有り ・天然木加工 ・適用する ・

・2種 ・B種 施工 働き幅×厚さ×長さ 樹種 等級 加工形状 ・塗装加工 ・適用しない 12 接合具等 ・造作材化粧面の釘打ち [6.5.3][表6.5.5～7]

・ 3種 箇所 ・無し （等級 ： ） ※隠し釘打ち ・釘頭埋め木

反射被膜面 ※内面 ・外面 床材 135×20×1,950 すぎ 節有り 四面本実 ｴﾝﾄﾞﾏｯﾁ ・つぶし頭釘打ち ・釘頭現し

映像調整 ・行わない ・行う 内壁材 105×12×1,950 すぎ 節有り 本実 小口ｶｯﾄ無 ・JAS 0701以外の造作用単板積層材

105×12×1,950 すぎ 節有り 本実 目透し・小口ｶｯﾄ無 施工 品名 寸法 表面の化粧加工 防虫処理 含水率 間伐材等 ・諸金物の形状、寸法及び材質

・耐熱板ｶﾞﾗｽ 外壁材 135×20×3,950 すぎ 節有り 相決り 小口ｶｯﾄ無 箇所 ㎜ の適用 ※改修標準仕様書6.5.3(2)(ｱ)による

材料板ｶﾞﾗｽの種類 厚さ（mm） ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ 135×20×3,950 すぎ 節有り 鎧張り 裏加工・小口ｶｯﾄ無 ・有り ・適用する ※14％ ・ ・以下による

・低膨張防火ｶﾞﾗｽ ・ ・ （被り20） ・天然木加工 ・適用しない 以下 種類 形状 寸法 材質

・耐熱強化ｶﾞﾗｽ ・塗装加工

・耐熱結晶化ｶﾞﾗｽ 7 製材 G ・ JAS 1083-5 製材-第5部に基づく下地用製材 [6.5.2] ・無し （ ）

・ 施工箇所 寸法 等級 含水率 保存処理 間伐材等

㎜ の適用

・倍強度ｶﾞﾗｽ ※ 2級 ※A種 ・ ・ 10 直行集成材 ・JAS 3079に基づく直交集成材（CLT） [6.5.2] [6.5.3,4] [6.8.2] [6.9.3] [6.11.4,5]

材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さによる種類 ※建具表による ・ ・B種 施工箇所 品名 強度等級 種別 接着性能 樹種 寸法 間伐材等 13 接着剤 接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤は除く）が添付されていない

の適用 ものとする。

ｶﾞﾗｽの留め材及び溝の大きさ ・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作用製材 ・ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量 ※F☆☆☆☆ ・

建具の種類 ｶﾞﾗｽ留め材 ｶﾞﾗｽ溝の大きさ(mm) 施工箇所 寸法 等級 含水率 保存処理 間伐材等

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ※ ｼｰﾘﾝｸﾞ材（SR-1） ※建具の製造所の仕様による ㎜ の適用 施工箇所の下地がｾﾒﾝﾄ系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

・ｶﾞｽｹｯﾄ ・図示 見え掛り面 ※上小節 ※A種 ・ ・ 11 合板等 [6.5.2] ・図示 ・

・ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形 ・ ・B種 ・「合板の日本農林規格」による普通合板

・ 見え掛り面 ※小節以上 ※A種 ・ ・ 施工 品名 厚さ 単板の 接着の 板面の品質 防虫処理 間伐材等 14 防腐・防蟻・ ・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材 [6.5.5]

鋼製及び鋼製軽量 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材（SR-1） ※建具の製造所の仕様による 以外 ・ ・B種 箇所 ㎜ 樹種 程度 の適用 防虫処理 適用部位 ：（ ）

・ ・図示 ※5.5 ・しな ※1類 広葉樹 ・適用 ・

ｽﾃﾝﾚｽ製 ※ ｼｰﾘﾝｸﾞ材（SR-1） ※建具の製造所の仕様による ・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材 ・ ・ﾗﾜﾝ ・ 2類 ※2等以上 する ・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・ ・図示 施工箇所 寸法 等級 含水率 保存処理 間伐材等 ・1等 ・適用 適用部位 保存処理性能区分

樹脂製 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材（SR-1） ※建具の製造所の仕様による ㎜ の適用 針葉樹 しない ・K2 ・ K3 ・ K4

・ ｶﾞｽｹｯﾄ ・図示 ※1等 ※10％以下 ・ ・ ※C-D以上

・ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形 ・ ・ ・ ・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・ ・ 適用部位 処理の方法 薬剤の種類

・「合板の日本農林規格」による構造用合板 ※製造所の仕様による ※JIS K 1571に

18 ｶﾞﾗｽ用ﾌｨﾙﾑ
名称

記号
その他性能等

施工 厚さ 等級 単板の 接着の 板面の 防虫処理 強度 間伐材等 適合又は同等品

内貼り用 外貼り用 ・JAS 1083(製材)以外の製材 箇所 ㎜ 樹種名 程度 品質 等級 の適用 ・ ・

・日射調整ﾌｨﾙﾑ ・ SC-1 ・ SC-2 施工箇所 寸法 材面の品質 防虫処理 含水率 間伐材等 ※12 ※ 2級 ※1類 ※C-D ・適用 ・ ・

・低放射ﾌｨﾙﾑ ・ LE ㎜ の適用 ・ 以上 ・ 特類 以上 する

・衝撃破壊対応ｶﾞﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ ・ GI-1 ・ GI-2 ・ ・適用する ※A種 ・ ・1級 ・適用 ・薬剤の接着剤への混入による防腐、防蟻処理

・相関変位破壊対応ｶﾞﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ ・ GD-1 ・ GD-2 （造作材の場合） ・B種 しない 適用部位 ：（ ）

・ｶﾞﾗｽ貫通防止ﾌｨﾙﾑ ・ DF ・ A種 ・B種

品質　JIS A 5759による ・合板等の加圧注入処理等の適用

適用部位 ：（ ）

19 鍵箱 形式 ・30本入 （ ）個 ・60本入 （ ）個

・120本入 （ ）個 ・ 本入 （ ）個 ・代用樹種を使用できない箇所 （ ） ・防虫処理 ・行う （ ）

・行わない

鋼製市販品とし、監督職員の承諾による
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6 15 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 ・間仕切軸組に用いる木材 ※杉又は松 ・ [6.5.6] 22 特殊機能床材 [6.8.2] 27 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り 単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 30 壁紙張り ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※F☆☆☆☆ ・

等の内部間仕切 ・床組に用いる木材 ※杉又は松 ・ 種類 厚さ 寸法 性能 形状 備考 種類 工法 樹種 厚さ 大きさ 仕上塗装 間伐材等

続
き

軸組及ひ?床組 mm mm の適用 施工箇所 紙 繊維 ﾌﾟﾗｽ 無機質 その他 防火種別 商品名（程度）

・帯電防止床ｼｰﾄ ・ - ・ - ・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ・釘留め工法 ※なら 15 板幅 ・塗装品 ・ ﾁｯｸ

16 窓、出入口 ・窓、出入口その他に用いる木材 [6.5.7] （ ） ﾎﾞｰﾄﾞ1等 (根太張り） ・ 75以上 ・無塗装 ・ ・ ・ ・ ・ ・不燃

その他 ※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉 ・帯電防止床ﾀｲﾙ ・ ・ ・ - ・釘留め工法 ※なら ・12以上 板長さ 品 ・ ・準不燃

・ （ ） (直張り） ・ ・ 400以上 ・ ・ ・ ・ ・ ・不燃

・視覚障害者用床ﾀｲﾙ - - - ・ ・接着工法 ※なら ・8以上 ・ ・準不燃

17 床板張り、 ・床板張り （ ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・不燃

壁及び天井下地 ・木材 ・県産木材（板材） ・ひのき ・図示 [6.5.8～9] ・耐動荷重性床ｼｰﾄ ・ - - - ・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ・接着工法 ※なら ・ ・ ・塗装品 ・ ・準不燃

・壁板張り （ ） ﾌﾞﾛｯｸ1等 ・ ・無塗装

・木材 ・県産木材（板材） ・杉又は松 ・図示 ・防滑性床ｼｰﾄ ・ - - - 品 ﾓﾙﾀﾙ・せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面の素地ごしらえ ※B種 ・

・天井下地 （ ）

・木材 ・県産木材（板材） ・杉又は松 ・図示 ・防滑性床ﾀｲﾙ ・ ・ - - 天然木化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ｺﾝｸﾘｰﾄ・ALC面の素地ごしらえ ※B種 ・

（ ） 種類 工法 樹種 厚さ(㎜) 種別 防湿 仕上 間伐材

18 軽量鉄骨天井 野縁等の種類 [6.6.2?4][表6.6.1?2] /大きさ 処理 塗装 等の せっこうﾎﾞｰﾄﾞ・その他ﾎﾞｰﾄﾞ面の素地ごしらえ ※B種 ・

下地 屋外 （ ※25形 ・19形 ） 23 ビニル幅木 材質の種類 ・軟質 ・硬質 適用

屋内 （ ・25形 ※19形 ） 高さ(mm) ※ 60 ・ 75 ・ 100 ・複合1種 ・釘留め工法 ※なら 表6.11.2 ・ A種 ・適用 ・塗装 ・ 31 モルタル塗り 吸水調整材は、改修標準仕様書表4.3.2による。 [6.15.3、6]

厚さ(mm) ※ 1.5以上 ・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ (根太張り） ・ による ・B種 する 品

・屋外の軒天井、ﾋﾟﾛﾃｨ天井等 ・複合2種 ・釘留め工法 表6.11.4 ※ C種 ・適用 ・無塗 材料 ・現場調合材料

野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ及びｲﾝｻｰﾄの間隔 ・900程度 ・ 24 ゴム床タイル [6.8.2?3] ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ (直張り） による しな 装品 ・既調合材料 （ ・ ）

周辺部の端からの間隔 ・図示 ・ 種類 色柄 寸法 厚さ（mm） 備考 ・複合3種 ・接着工法 表6.11.6 - い ・

野縁の間隔 ・300程度 ・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ による 既製目地材 ・設ける 施工箇所 （ ）

形状 （ ※図示 ・ ）

既存の埋め込みｲﾝｻｰﾄの使用 ・する ・しない 改修標準仕様書6.8.3(1)(ｱ)?(ｳ)以外の下地の工法 ・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ及び接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量 ※F☆☆☆☆ ・ ・設けない

ｲﾝｻｰﾄ及びあと施工ｱﾝｶｰの確認試験 25 ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き G ・織じゅうたん [6.9.2?3][表6.9.1?2] 接着工法の場合の緩衝材 ※合成樹脂発泡ｼｰﾄ ・ 床目地 ・設ける 目地の種類 ※押し目地 ・

・行う 試験箇所数 ※屋内の場合、改修標仕6.6.4(1)(ｳ)による 種別 織り方 パイルの形状 色柄 備考 目地割り ※2㎡程度 ・

・ ・A種 ・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ ※無地 帯電防止及び 現場塗装仕上げ ・行う （ 施工箇所 ） 最大目地間隔 ※3m程度 ・

確認する強度 ・ ・B種 ・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ・ 防汚加工品 ※ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り ・設けない

・C種 ・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ ｶｯﾄ/ﾙｰﾌﾟ併用 ・ｵｲﾙｽﾃｲﾝの上、ﾜｯｸｽ塗り

・行わない ・生地のままﾜｯｸｽ塗り 32 タイル張り 伸縮調整目地の位置

織じゅうたんの接合方法 ※ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ工法 ・ ・行わない 床ﾀｲﾙ （ ※縦、横とも4m以内ごと ・図示 ・ ）

・吊りﾎﾞﾙﾄの間隔が900mmを超える場合 床ﾀｲﾙ以外 （ ・図示 ・ ）

補強方法 ※図示 ・ ・ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ 28 畳敷き 種別 ・A種 ・B種 ・C種 ・D種 [6.12.2]

ﾊﾟｲﾙ形状 ﾊﾟｲﾙ長 工法の種類 備考 （ 畳床： ・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・ KT-N ） 伸縮調整目地のｼｰﾘﾝｸﾞ材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合 ※ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ ・ ・ ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法 帯電防止及び

補強方法 ※改修標準仕様書6.6.4による ・ ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ・全面接着工法 防汚加工品 下地の種類 ・標準仕様書 表12.6.1による床組 ・ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによるﾀｲﾙ（ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ）張り

・ｶｯﾄ/ﾙｰﾌﾟ併用 ・ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ床下地（ﾉﾝﾌﾛﾝ） ﾀｲﾙの形状、寸法等

・天井のふところが3.0mを超える場合 ・ 施工箇所 主な用途 形状/ 吸水率 うわ 役物 色 再生材 耐凍 耐滑

補強方法 ※図示 ・ ・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ による 寸法 による ぐすり 適用 害性 り性

ﾊﾟｲﾙ形状 種別 施工場所 寸法 総厚さ 備考 畳表及び畳床はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散 区分JIS ㎜ 区分

・屋内外への耐震補強 ※ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ ※第一種 ※500×500 ※ 6.5 帯電防止 が極めて少ない材料を使用したものとする。 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 施ゆう無ゆう 有 無 標 特 有 無

・行う ※行わない ・第二種 ・ ・ 及び防汚 類 類 類 準 注

補強箇所 ・図示 ・ ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ・第一種 ※500×500 ※ 6.5 加工品 29 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ [6.13.2～3] 壁 JIS A 75角
・・・ ・ ・ ・・・・ ・ ・・ ・

補強方法 ・図示 ・ ・第二種 ・ ・ その他のﾎﾞｰﾄﾞ 規格名称 種類 厚さ等 5209

・ ｶｯﾄ/ﾙｰﾌﾟ併用 ・第一種 ※500×500 ※ 6.5 及び合板張り ・木毛系ｾﾒﾝﾄ板
・・・ ・ ・ ・・・・ ・ ・・ ・

・耐風圧性を考慮した補強 ・第二種 ・ ・ ・繊維強化ｾﾒﾝﾄ板

・行う ※行わない ・火山性ｶﾞﾗｽ質複層板

補強箇所 ・図示 ・ 色柄 ※無地 ・柄物 ・繊維板 標準的な曲がりの役物は一体成形とする

補強方法 ・図示 ・ ・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄの敷き方 ・吸音材料 試験張り ・行う ※行わない

19 軽量鉄骨壁下地 ｽﾀｯﾄﾞ、ﾗﾝﾅｰの種類 [6.7.2?4][表6.7.1] 平場 ※市松敷き ・模様流し ・ ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ製品 見本焼き ・行う ※行わない

※改修標準仕様書6.7.3によるｽﾀｯﾄﾞの高さによる区分に応じた種類 階段部分 ※模様流し ・市松敷き ・

・図示 ・普通合板 G ・既調合ﾓﾙﾀﾙ （ ）

下敷き材 ※JIS L 3204(反毛ﾌｪﾙﾄ)に基づく第2種2号とし、呼び厚さ8mm 表板の樹種名 （ ）

ｽﾀｯﾄﾞの高さが5.0mを超える場合 ※図示 ・ ・ 板面の品質 （ ） 下地ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理

接着の程度 （ ・1類 ・2類 ） ・改修標準仕様書6.15.3(3)による（目荒し工法の場合）

出入口及びこれに準じる開口部の補強 ※改修標準仕様書6.7.4(5)による 見切り、押え金物 厚さ （ ） ・

材質 （ ） 防虫処理 ・行う ・行わない

20 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ G [6.8.2?3] 種類 （ ） 壁ﾀｲﾙ張りの工法

種類の記号 色柄 厚さ 備考 形状 ※図示 ・ ・天然木化粧合板 G 内装ﾀｲﾙ ・密着張り ・改良圧着張り

mm 化粧板の樹種名 （ ） 内装ﾀｲﾙ以外のﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ ・ ﾏｽｸ張り ・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

※FS（複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ） ・無地 ※2.0 26 合成樹脂塗床 種別 施工箇所 工法 仕上げの種類 接着の程度 （ ・1類 ・2類 ）

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄 ・ ・厚膜型塗床材 ・平滑仕上げ 厚さ （ ） ・接着剤によるﾀｲﾙ（ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ）張り

・柄物 弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床 ・防滑仕上げ 防虫処理 ・行う ・行わない 施工箇所 主な用途 形状/ 吸水率 うわ 役物 色 再生材 耐凍 耐滑

・つや消し仕上げ による 寸法 による ぐすり 適用 害性 り性

改修標準仕様書6.8.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法 ・ ・厚膜型塗床材 ・薄膜流しのべ工法 ・平滑仕上げ ・特殊加工化粧合板 G 区分JIS ㎜ 区分

ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床 ・厚膜流しのべ工法 ・防滑仕上げ 化粧加工の方法 （ ） Ⅰ Ⅱ Ⅲ 施ゆう無ゆう 有 無 標 特 有 無

目地処理する場合の工法 ※熱溶接工法 ・ ・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法 表面性能 （ ） 類 類 類 準 注

・薄膜型塗床材 ・平滑仕上げ 接着の程度 （ ・1類 ・2類 ） 壁 JIS A 75角
・・・ ・ ・ ・・・・ ・ ・・ ・

21 ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ G [6.8.2?3] 厚さ （ ） 5209

種類の記号 色柄 寸法 厚さ 備考 塗料のﾎﾙﾑﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※F☆☆☆☆ ・ 防虫処理 ・行う ・行わない
・・・ ・ ・ ・・・・ ・ ・・ ・

mm

・ TT（単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ） ・無地 ・300×300 ※ 2.0 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ等の下地は図示による

・FT（複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ） ・柄物 ・450×450 ・

※ KT（ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ） ・ 500×500 せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地工法 ・仕上げ表による 標準的な曲がりの役物は一体成形とする

・FOA（置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ） ・

・FOB（置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ） ・遮音ｼｰﾙ材 ※ｱｸﾘﾙ系またはｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 試験張り ・行う ※行わない

・ｼﾞｮｲｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ(JIS A6914） 見本焼き ・行う ※行わない

改修標準仕様書6.8.3(1)(ｱ)?(ｳ)以外の下地の工法 ・

合板類、MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ及び接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 内装壁ﾀｲﾙ接着材張りに使用する有機質接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

※F☆☆☆☆ ・ ※F☆☆☆☆ ・

合板類の張付け ※B種 ・A種

2.5

12.5,9.5
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6 33 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ 種類 ・せっこう系 ・ｾﾒﾝﾄ系 [6.17.2～3] 36 移動間仕切 (20.2.4) 41 床目地棒 床仕上げの異なる箇所には目地棒を入れる (20.2.8) 47 天井点検口 材種 寸法 形式 外枠 内枠

材塗り 構造形式 操作方法 圧縮装置の 総厚さ 表面仕上材 遮音性 ※ｽﾃﾝﾚｽ製　□型(幅40程度　ア1.5)　 ※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ※ 450×450 ※一般型 ・屋内外用 ※額縁ﾀｲﾌﾟ ※額縁ﾀｲﾌﾟ

続
き

標準塗厚(mm) ・ 操作方法 ㎜ 材質 ﾊﾟﾈﾙ表面 db/500Hz ・ ｽﾃﾝﾚｽ製 6×12 ・ ・600×600 ※屋内用 ・目地ﾀｲﾌﾟ ・目地ﾀｲﾌﾟ

仕上げ ・黄銅製 6×12 ・ ・気密型

34 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ (20.2.2) ・平行方向 ・手動式 ・ﾌﾟｯｼｭ式 ・ 60程度 ・鋼板 ・焼付 ・36未満

施工箇所 寸法 高さ 所定荷重 表面仕上げ材 備考 移動式 ・電動式 ・ﾊﾝﾄﾞﾙ式 ・ 100程度 ・ 塗装 ・36以上 42 ブラインド ・再利用する ・新設する (20.2.14) （品質・性能・試験方法） 建築材料等品質性能表による

㎜ ㎜ N ・二方向 ・部分電 ・壁紙 形式 操作方法 種類 ｽﾗｯﾄの材種 ｽﾗｯﾄ幅 ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ 寸法・

・450角以上 ・100 ・ 3000 ・帯電防止床ﾀｲﾙ 移動式 動式 張り ㎜ の材種 取付箇所 48 床点検口 材種 寸法 形式 備考

・600角以下 ・120 ・ 5000 ・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ・横型 ・手動 ※ｷﾞｱ式 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ ※ 25 ※鋼製 ・図示 （底板） ・450×450 ※一般型 ・屋内外用 ・鍵付き

・ ・ ・ ・ ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げの壁紙張りの品質、性能　標準仕様書19章による ・ｺｰﾄﾞ式 合金製 ・ ・ ・ ※鋼製 ※600×600 ・密閉型 ※屋内用 ※鍵無し

・操作棒式 ・ （枠） ・ ・結露防止型

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過 ・電動 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

損失とする ・縦型 ・手動 ※2本操作 ※ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ ・ 80 ※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ ・図示 （目地）

ｺｰﾄﾞ式 ・ ｸﾛｽｽﾗｯﾄ ・ 100 合金製 ・ ※ｽﾃﾝﾚｽ製

適用地震時水平力 ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙの取付け下地の補強 ・1本操作 ・

1階及び地階 ※0.6G以上 ※取付け全重量の5倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力 ｺｰﾄﾞ式 （品質・性能・試験方法） 建築材料等品質性能表による

中間階 （ ～ 階） ※0.6G以上 ・1.0G以上 及び変形量となるように補強する。 ・電動

最上階 （ 階） ※1.0G以上 ・図示 49 仕上塗材仕上げ 建物内部に使用する塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 (15.6.2)

ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ 焼付け塗装仕上げ ※F☆☆☆☆ ・

帯電防止床ﾀｲﾙ 移動間仕切の壁面当たり枠 ※適用する（製造所の仕様による）

・置敷ﾀｲﾌﾟ ・ ﾊﾟﾈﾙ一体ﾀｲﾌﾟ ・ ｸﾛｽｽﾗｯﾄ 消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工 仕上塗材の種類

（パネル一体タイプ以外の仕上げ材は別途内装工事とする） 種類 呼び名 防火材料 仕上の形状等

ﾊﾟﾈﾙ材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※F☆☆☆☆ ・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合 ・薄付け仕上塗材 ・内装薄塗材E ・ ・砂壁状じゅらく

寸法精度 G とする ・内装薄塗材W ・ ・京壁状じゅらく

※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による ﾊﾟﾈﾙをﾗﾝﾅｰに取り付ける部品 ・軽量骨材仕上塗材 ・吹付用軽量塗材 ・ ・砂壁状

・ ※ﾗﾝﾅｰに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの 43 カーテン ・再利用する ・新設する (20.2.16) ・こて塗用軽量塗材 ・ ・平たん状

形式 開閉操作 ひだの種類 生地の種別、 取付

表面仕上材の品質、性能は、標準仕様書19章による。 ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ、ﾗﾝﾅｰ 品質、 箇所

ﾊﾟﾈﾙ重量の5倍の荷重をﾊﾟﾈﾙ1枚に使用するﾗﾝﾅｰ数で除した値に対して、 特殊加工等

床ﾊﾟﾈﾙの材質 ※ｱﾙﾐ合金ﾀﾞｲｶｽﾄ製、ｽﾁｰﾙ製又は複合材等 耐力及び変形量が使用上支障がないものとする ・ｼﾝｸﾞﾙ ・片引き ・手引き ・ﾌﾗﾝｽひだ ・図示

・ﾀﾞﾌﾞﾙ ・引分け ・ひも引き ・箱ひだ、つまひだ

ｽﾛｰﾌﾟ及びﾎﾞｰﾀﾞｰ ※製造所の仕様による ・図示 37 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ (20.2.5) ・電動 ・ﾌﾟﾚｰﾝひだ、片ひだ

表面材の種類 色柄 脚部 ﾄﾞｱｴｯｼﾞ、形状 ・ｼﾝｸﾞﾙ ・片引き ・手引き ・ﾌﾗﾝｽひだ ・図示

配線用取り出しﾊﾟﾈﾙ 形状 形状 材質 ・ﾀﾞﾌﾞﾙ ・引分け ・ひも引き ・箱ひだ、つまひだ

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ全体面積に対する設置割合 ※ﾒﾗﾐﾝ樹脂系 ※無地 ※幅木ﾀｲﾌﾟ ※標準 ・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ・電動 ・ﾌﾟﾚｰﾝひだ、片ひだ

※50％以上 ・20～30％ ・ 化粧板 ・柄物 ・ ・R ・ ｽﾃﾝﾚｽ製

配線取り出し開口 ・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系 ・表面材と同材 使用される繊維のうち、ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用

・ﾊﾟﾈﾙ1枚につき、40mm×80mm　程度の開口1箇所以上 ・図示 化粧板 する製品については G とする

空調用吹き出し（吸い込み）ﾊﾟﾈﾙ 吊り方式 ※中心吊、戸当たり付 ・ 暗幕ｶｰﾃﾝの両端、上部及び召合せの重なり ※300mm以上 ・

・なし ・あり（形式、施工箇所 ：図示

38 視覚障害者用 ﾊﾟﾈﾙ材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※JIS A 6512によりF☆☆☆☆以上 44 カーテンレール ・再利用する ・新設する 　(20.2.16)

（性能・試験方法） 床ﾀｲﾙ

ﾛｰﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ性能 ・適用する 適用室 （ ） (11.2.2)(19.2.2) 材種 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の押出し成型材

※適用しない 施工箇所 種類 寸法（㎜） 厚さ（㎜） ・ｽﾃﾝﾚｽ製

ﾛｰﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ試験 屋内 ・塩化ﾋﾞﾆﾙ製 ※ 300×300 ・ ・ 7.0 ・

所定荷重1,000N（5,000Nの積載荷重は1,000N以上（任意））による ・ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ ※ 300×300 ・ ※ 17程度 ｶｰﾃﾝの形式 ・ｼﾝｸﾞﾙ ・ ﾀﾞﾌﾞﾙ

繰り返し試験後、残留変形3.0mm以下であること ・ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製 ※ 300×300 ・ ・ 30 ・ ・片引き ・引分け

（パネル面に目視による著しいわだち及び損傷がないこと。かつ、 屋外 ・ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ ※ 300×300 ・ ※ 17程度

使用上有害ながたつきがないこと） ・ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製 ※ 300×300 ・ ・ 30 ・ ﾚｰﾙ及びﾌﾞﾗｹｯﾄの強さによる区分 ※10-90 ・

・ ・ ・

・2重床用複合ｱｳﾄﾚｯﾄ用開口 視覚障碍者用ﾌﾞﾛｯｸ等の突起の形状およびその配列は JIS T 9251 による 仕上げ ※ｱﾙﾏｲﾄ ・

適用室 （ ）

開口の数 ﾌﾛｱ面積8㎡につき1ヶ所かつ予備開口を14㎡につき1ヶ所 ・樹脂系点字鋲（ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ用） 形状 ※角形 ・

開口の大きさ 寸法 ・300角 ・500角

ｺﾝｾﾝﾄ（電源） ：2P15A接地極付×2 色 ※黄色 ・ ﾌｯｸ（ひるかん） ※鋼製 ・樹脂製

情報用ﾓﾃﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ（電話） ：8極8芯×1

の入ったｱｳﾄﾚｯﾄが納まる大きさ 39 手すり 樹脂系点字鋲の留付は、両面からの挟込みﾎｯｸ式または接着式 45 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ ・再利用する ・新設する

取付方法 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ製造所の仕様とする 及びｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸ

・集成材手すり (20.2.6) 溝型×深さ（mm） ・90×150 ・ 120×80 ・ 120×150

形式 径 材料 仕上 ・150×80 ・図示

35 可動間仕切 (20.2.3) ・ 1段 ・35φ ※45φ ・ ※タモ ※CL

構造形式 構成基材の種類 総厚さ ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げ 防火性能 ※2段 ※35φ ・ ・ ・ 材質 ・集成材 （ 仕上げ ： ）

による種類 ｽﾀｯﾄﾞ ﾊﾟﾈﾙ ㎜ ・図示

・ｽﾀｯﾄﾞ式 ・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付 ・不燃 ・既製手すり（樹脂製） ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 押出し型材（市販品）

(内蔵） ・ｱｸﾘﾙ樹脂焼付 形式 径 ﾌﾞﾗｹｯﾄ 備考 種別 （標準仕様書表14.2.1）

・ ｽﾀｯﾄﾞ式 ・壁紙張り ・O段（1段） ※40φ ・ ※ｱﾙﾐ合金製（心材共） 指づめ ・BC-1 ・ BC-2 ・

(露出） ※O段（2段） ※34φ ・ ・ 防止材等 色合い

・ﾊﾟﾈﾙ式 ・標準色 （ ）

・ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式 点字表示板 （ ） 箇所 ・特注色 （ ）

JIS T 0921に基づく点字の表示原則及び点字表示方法による ・鋼製 （ 仕上げ ： ）

中心周波数500HZの音についての透過損失（dB） ・36未満 ・36以上 ※ﾎﾟﾘｶﾎﾞﾈｰﾄﾞ製 大きさ 120×150程度 厚み 0.1程度

40 階段滑り止め ・塩ビ製 大きさ 100×125程度 厚み 0.1程度 46 ｺｰﾅｰﾋﾞｰﾄﾞ 材質 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材差込型 ・

ﾊﾟﾈﾙ内に取付ける建具 ・あり （ ※図示 ・ ） ・なし （壁ﾎﾞｰﾄﾞ出隅 ※ｼﾙﾊﾞｰ ・焼付 ・

(20.2.7) 保護金物）

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による 材種 幅（㎜） 取付け工法 端部ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ 施工箇所 ※図示

※ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304) ※約35 ・接着工法 ※あり ※ﾋﾞﾆﾙ製

ｶﾞﾗｽ留め材 ※ｶﾞｽｹｯﾄ ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ 樹脂製ｺﾞﾑﾀｲﾔ入り ・ ・埋込み工法 ｽﾃﾝﾚｽ製 材質 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材 ・塩化ﾋﾞﾆﾙ製

・なし

ﾊﾟﾈﾙ材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※JIS A 6512によりF☆☆☆☆以上 施工箇所 ※仕上表による ・

・
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7 1 材料 屋内で使用する塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 [7.1.3] 4 塗装 [7.5.1～7.13.2] 9 1 石綿含有建材 石綿作業主任者 2 石綿含有建材 石綿含有建材の処理 [9.1.3?6]

※ F☆☆☆☆ ・ 塗装の種類 塗装面 工程 の除去等 石綿作業主任者技能講習又は平成18年3月以前の特定化学物質等 の処理 ・石綿含有吹付け材の除去

塗
装
改
修
工
事

塗替え 新規 環
境
配
慮
改
修
工
事

作業主任者技能講習を修了した者のうちから選任する。 除去対象範囲 ※図示

防火材料 ※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする ・合成樹脂調合 木部屋外 ※B種 ※ A種 一般事項 除去工法 ※［9.1.3］(2)(ｱ)による

・次の箇所を除き防火材料とする ﾍﾟｲﾝﾄ塗り(SOP) ・ ・ 特別管理産業廃棄物管理責任者 除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

（ 箇所 ： ） 木部屋内 ※B種 ※ B種 石綿含有吹付け材及び保温材について排出事業者は、特別管理 ※湿潤化 ・固形化

・ ・ 産業廃棄物管理責任者の資格を有する者を選定し管理させる 除去した石綿含有吹付け材等の処分

2 下地調整 塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 [7.2.2～7][7.3.2～7] 塗料の種類 鉄鋼面 ※B種 ※ B種 ・埋立処分（管理型最終処分場）

※劣化部は除去し、活膜部分は残す ・図示 ※1種 ・ ・A種 石綿粉じん濃度の測定方法は改修標準仕様書9.1.1による ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・2種 亜鉛めっき鋼面 ※A種 ※ B種 専門測定機関は、改修標準仕様書 9.1.1による

下地調整・素地ごしらえ （鋼製建具） ・ ・ 報告書の作成は、改修標準仕様書 9.1.1による ・石綿含有保温材等の除去

下地面の種類 下地調整/素地ごしらえの種別 ひび割れ部 亜鉛めっき鋼面 ・B種 ※ B種 除去対象範囲 ※図示

塗替え 新規 の補修 （鋼製建具以外） ・ 官公署その他への手続き 除去方法 ・切断又は破砕して除去 ・手ばらし

木部（不透明塗料） ※RB種 ※ A種 ・ ｸﾘｱﾗｯｶｰ(CL) ※ B種 ※ B種 改修標準仕様書1.1.3によるほか、次の必要な手続きを行う。 除去した石綿含有保温材等の飛散防止措置

・ ・ ・A種 ・ A種 (1)建築物解体等作業届(所管労働基準監督署) ※湿潤化 ・固形化

木部（透明塗料） ・ ※B種 ・ ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD) ※ B種 ※ B種 (2)特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書(都道府県知事又は市長) 除去した石綿含有保温材等の処分

・ ・A種 ・ A種 ・埋立処分（管理型最終処分場）

鉄鋼面（DP以外） ※RB種 ※ C種 ・耐候性塗料塗り 鉄鋼面 - - 洗浄設備 ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・ ・ (DP) 上塗り等級（ ）級 (1)洗眼、うがいの設備を設ける。

鉄鋼面（DP） ※ RB種 ※ B種 亜鉛めっき鋼面 - - (2)更衣設備等を設ける 処理を行う石綿含有保温材等の仕様等

・ ・ 上塗り等級（ ）級 材料名 厚さ（mm） 処理を行う範囲

亜鉛めっき鋼面 ※RB種 ・ A種 ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び ・ ・A-1種 表示・掲示 ・石綿含有保温材 ・ ※図示 ・

（鋼製建具等以外） ・ ・B種 押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 ・B-1種 改修標準仕様書9.1.2(6)による表示・掲示を行う。 ・石綿含有耐火被覆板 ・ ※図示 ・

亜鉛めっき鋼面 ※RB種 ・ A種 ・ C-1種 ・石綿含有断熱材 ・ ※図示 ・

（鋼製建具等） ・ ・B種 ・つや有合成樹脂 ｺﾝｸﾘｰﾄ面等 ※ B種 ※ B種 作業場の養生

ﾓﾙﾀﾙ面 ※ RB種 ・ A種 ・行う ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り ・ ・A種 ・処理場所をﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄ等で囲い、外部への粉じん飛散を防止する。 ・石綿含有成形板等の除去

せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面 ・ ※ B種 ・行わない (EP-G) 屋内の木部 ※B種 ※ A種 ・全面養生(床及び壁)　対象室(　　　、　　　、　　　) 除去対象範囲 ※図示

ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP以外） ※RB種 ・ A種 ・行う ・ ・ ・部分養生(床及び壁の対象部位＋1m)　対象室(上記全面養生室以外) 隔離養生（負圧不要）方法 ・図示 ・

ALCﾊﾟﾈﾙ面 ・ ※ B種 ・行わない 屋内の鉄鋼面 ※B種 ※ B種 ・処理場所付近をビニルシート等の適切な方法にて養生を行う 除去した石綿含有成形板等の処分

ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP） ・ ・A種 ・行う ・ ・A種 ・石綿含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 ・B種 ・行わない 屋内の亜鉛めっき鋼面 ※A種 A種 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材等の除去については、改修標準仕様書9.1.3による。 ※埋立処分（管理型最終処分場）

・ ・石綿含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞを除く石綿含有成形板等

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面 ※ RB種 ※ A種 ・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP) ※ B種 ・ A種 ・石綿粉じん濃度測定 [9.1.1] ・埋立処分（安定型最終処分場）

（継ぎ目処理工法） ・ ・ ・ ・B種 測定時期、場所及び測定点 ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面 ※ B種 ・ ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り(UC) ※ B種 ※ B種

（継ぎ目処理工法以外） ・ ・A種 ・ A種 適用 測定名称 測定時期 測定場所 測定箇所数 ・石綿含有仕上塗料の除去

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面 ※ RB種 ・ A種 ・ ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り(OS) （各施工箇所ごと） 除去対象範囲 ※図示

・ ・B種 ・ 測定1 処理作業前 処理作業室内 計 点 除去方法 ・

・木材保護塗料塗り(WP) ※ B種 ※ B種 ・ 測定2 調査対象室外部 計 点 除去した石綿含有仕上塗材の処分

3 錆止め塗料塗り 錆止め塗料塗りの種別 [7.4.2～3] ・ A種 ・ A種 の付近 ・埋立処分（安定型最終処分場）

塗装面 塗料 工程 ・ 測定3 処理作業中 処理作業室内 計 点 ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

鉄鋼面 SOP 新規見え掛り A種 ※ A種 つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、 ・ 測定4 ｾｷｭﾘﾃｨｿﾞｰﾝ入口 計 点 汚泥として処理

・ せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め ・ 測定5 集じん・排気装置 出口吹き出し風速 ・適用する ※適用しない

新規見え隠れ A種 ※ B種 ※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めｼｰﾗｰとする の排出口 1m/s以下の位置

・ ・ （処理作業室外の場合） 石綿含有建材除去後の仕上げ工事

塗替え A種 ※ C種 ・ 測定6 処理作業室外 計 点 ・図示 ・

・ 合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗りの塗替えの場合のしみ止め ・施工区画周辺

DP 新規 1回目：C種 ※ A種 ※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めｼｰﾗｰとする ・敷地境界

2,3回目：D種 ・ ・ 測定7 処理作業後 処理作業室内 計 点

塗替え 1回目：C種 ・ （ｼｰﾄ養生中） ・施工区画周辺

（下地調整RA種） 2,3回目：D種 5 フッ素樹脂塗装 打放しｺﾝｸﾘｰﾄ面保護工法 ・敷地境界

塗替え E種 ・ (下塗材) 水性 浸透性吸水防止材 ・ 測定8 処理作業後ｼｰﾄ 処理作業室内 計 点

（下地調整RB,RC種） (上塗材) ・水性ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱｰ ・ 測定9 撤去後1週間以降 調査対象外部 計 点

EP-G 新規見え掛り ※B種 ※ A種 ・水性ﾌｯ素樹脂ｶﾗｰｸﾘｱｰ の付近

・ ・

新規見え隠れ ※B種 ※ B種 6 焼付塗装 素材 焼付種別 仕上げ ｺｰﾄ ﾍﾞｰｸ 部位 ・ JIS K 3850-1 に基づいた測定 [9.1.1]

・ ・ ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ ・ ﾌｯ素樹脂 ・ｿﾘｯﾄﾞ 測定名称 ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀ 試料の吸引 試料の吸引

塗替え ※B種 ※ C種 ・ ｳﾚﾀﾝ樹脂 ・ﾒﾀﾘｯｸ 直径（mm） 流量（L/min） 時間（min）

・ ・ ・ｱｸﾘﾙ樹脂 ・測定4 25 5 30

亜鉛 SOP 新規（鋼製建具等） ※A種 ※ A種 ・ ｽﾃﾝﾚｽ ・ ﾌｯ素樹脂 ・ｿﾘｯﾄﾞ ・測定5

めっき ・B種 ・ ・ｳﾚﾀﾝ樹脂 ・ﾒﾀﾘｯｸ ・

鋼面 新規（鋼製建具等以外） ※B種 ※ B種 ・ ｱｸﾘﾙ樹脂 ・測定 47 10 120

・ ・亜鉛めっき ・ﾌｯ素樹脂 ・ｿﾘｯﾄﾞ ・

塗替え ※A種 C種 鋼板 ・ｳﾚﾀﾝ樹脂 ・ﾒﾀﾘｯｸ ・測定 47 10 240

・ B種 ・ ｱｸﾘﾙ樹脂 ・

DP B種 改修標準仕様書 ・測定

表7.4.6による ・

EP-G 新規（鋼製建具等） C種 ※ A種

・自動測定器による測定

新規（鋼製建具等以外） C種 ※ B種 測定名称 測定方法

・測定4 粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ、

塗替え C種 C種 ・測定5 繊維状粒子自動測定器（ﾘｱﾙﾀｲﾑﾌｧｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ）等の粉じんを

迅速測定できる機器を用いた測定

8 耐震改修工事 特記仕様書（耐震関係による）
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9 3 外断熱 断熱材の種類 ・ [9.2.2?4][9.3.2] 5 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ 適用範囲 ：歩道 [9.5.2～9] 9 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の構成及び厚さ ※図示 ・ 別表-1 設備工事との工事区分表 ○印は本工事範囲とする

改修工事 G 断熱材の厚さ（mm） ・ 舗装改修工事

続
き

既存舗装の撤去及び再利用 ※図示 ・ 材料 工事内容 本工事 電気設備 機械設備

外装材 ｱｽﾌｧﾙﾄ ※再生ｱｽﾌｧﾙﾄ G （ 種類 ・60～80 ・ 80～100 ） 工事 工事

種類 防火性能 備考 路床 骨材 ・ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ 機器の基礎 電気関係 配電盤・制御盤の基礎 屋内

・ ・ 路床の材料 ・道路用砕石 屋外

・ ・ 種別 材料 厚さ（㎜） ※ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ再生骨材 G 屋上

・盛土 ・A種 ・B種 ・C種 ・D種 ・図示 ﾃﾚﾋﾞｱﾝﾃﾅ基礎

既存外壁の処置 ・建設汚泥から再生した処理土 ・ 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の種類 避雷針の基礎

既存外壁の仕上材の撤去 ・行う ・凍土抑制層 ・再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ ・ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ ・図示 区分 地域 種類 特記した基礎

下地面の清掃 ・行う ・切込み砂利 ・ 表層 ・一般地域 ・密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13) 機械関係 屋内設備

下地面欠損部の改修工法 ・改修特記仕様書 第4章 外壁改修工事による ・川砂、海砂又は良質な山砂 ・細粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13) 屋上設備（架台、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを除く）

（75μmふるい通過量10%以下） 屋外設備（　　　　〃　　　　　）

工法 ・ 試験 架台・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

1章　適用区分による風圧力の （ ・1.0 ・ 1.15 ・ 1.3 ）倍 ・ﾌｨﾙﾀｰ層 ・砂 ・図示 ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験 ・行う ・行わない 特記した基礎

の風圧力に対応した工法 ・ ・ 舗装の平たん性 ※通行の支障となる水たまりを生じない程度 開口部 梁、床、壁 補強を要するもの

貫通ｽﾘｰﾌﾞ 補強を要しないもの

不陸等の下地調整 ・ 路床安定処理 ※行う ・行わない 10 PCB含有 ・ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞの採取(1次分析用) 梁、床、壁 補強を要するもの

断熱材の施工 ・ ・添加材料による安定処理 ｼｰﾘﾝｸﾞ材 現場においてｻﾝﾌﾟﾙを採取する 貫通部型枠 補強を要しないもの

外装材の施工 ・ 種類 ・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ・生石灰 （ ・特号 ・1号 ） 採取箇所 ※外壁目地 ・図示 ・ 軽量鉄骨下地 補強を要するもの

通気層 ・有（ 厚さ ） ・無 ・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種 ・消石灰 （ ・特号 ・2号 ） 採取箇所数 ※部材が異なる毎に1箇所 ・（ ）箇所 壁・天井ﾎﾞｰﾄﾞ 補強を要しないもの

外装材の外壁への取付け ・ ・高炉ｾﾒﾝﾄB種 G 類の切込 （ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽは除く）

笠木の施工 ・改修特記仕様書 第3章 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木による 添加量 （ ）kg/m （ 目標CBR ・ 5以上 ・ ） ・ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞの採取(2次分析用) 埋込形分電盤、 補強を要するもの

・ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙ ・現場においてｻﾝﾌﾟﾙを採取する 端子盤等の型枠 補強を要しないもの

4 断熱・防露 ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量 単位面積質量 ・60g/㎡以上 ・ 採取箇所 ※外壁目地 ・図示 ・ 上記開口部の墨出し

改修工事 G ※ F☆☆☆☆ ・ 厚さ(mm) ・ 0.5～1.0 ・ 採取箇所数 ※部材が異なる毎に1箇所 ・（ ）箇所 上記開口部の補強

引張強さ ・98N/5cm（10kgf/5cm）以上 ・ ・発注者より貸与する ｽﾘｰﾌﾞの穴埋め（型枠の穴埋めを含む）

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 透水係数 ・1.5×10 cm/sec以上 ・ 分析個数 ・（ ）箇所 OAﾌﾛｱｰ配線器具用

※F☆☆☆☆ ・ ・ 点検口 床、壁、天井

1） 採取作業はｼｰﾘﾝｸﾞ等が散逸することのないよう注意して行う 外部取付ｶﾞﾗﾘ ﾀﾞｸﾄ、ﾁｬﾝﾊﾞｰの接続用ﾌﾗﾝｼﾞを含む

・断熱材打込み工法 [9.3.2] 試験 2） ｼｰﾘﾝｸﾞ材は目地に打設されている形状のまま5cm程度をｶｯﾀ-ﾅｲﾌで 防油堤 ｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸの防油堤、ﾀﾝｸ基礎

断熱材 JIS A 9521に基づく発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材 砂の粒度試験 ・行う ・行わない 切断し、ただちにﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製の密封袋に保管し、No.及び採取場所 床下水槽のﾏﾝﾎｰﾙふた

断熱材の種類 ・ 路床土の支持力比（CBR）試験 ・行う ・行わない を記入する。ｻﾝﾌﾟﾙは1袋に1つずつ入れること。 ｶﾞｽ漏れ検知器

断熱材の厚さ（mm） ・25 ・ 路床締固め度の試験 ・行う ・行わない 3） ｶｯﾀｰﾅｲﾌの刃は、1つのｻﾝﾌﾟﾙを採取する毎に新しい部分に換えること。 消火栓組込み機器収納箱内配線整理用端子板

施工箇所 ・ 現場CBR試験 ・行う ・行わない 4） ｼｰﾘﾝｸﾞ材を切除した部分は必要に応じて補修すること。 湯沸室の排気ﾌｰﾄﾞ

補修材料は特記仕様書による。 換気扇 本体

・断熱材現場発泡工法 [9.3.3] 路盤 5） 皮膚との接触等を避けるため保護手袋及び保護ﾏｽｸを着用する。 取付枠

断熱材の種類 ・A種1 ・ A種1H ・ 路盤の構成及び厚さ ・図示 ・ 6） 休憩時及び作業終了後には必ず手洗いを行う。 流し台 本体（排水ﾄﾗｯﾌﾟ共）

吹付け厚さ（mm） ・ 路盤材料 ※再生材のｸﾗｯｼｬﾗﾝ G 7） 作業後は周囲を清掃し、散逸物を回収する。回収物はｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ残渣 水栓

施工箇所 ・図示 ・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ G とその他のごみに分別し、ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ残渣と同様にﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製の密封 浴槽

・窓廻り等の断熱材補修部分、ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ廻りの床版 ・図示 ・ 袋に入れる。 身障者用便所手摺り

等、部分的に後張りとしなければならない箇所 機器付属の制御盤以降の配管配線（接地共）

試験 ・ｻﾝﾌﾟﾙの分析 機器付属の制御盤への電源供給配管配線

・断熱材後張り工法 [9.3.4] 改修標準仕様書9.5.4(4)による ・1次分析(ｼｰﾘﾝｸﾞ種類の調査) 自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線

断熱材 JIS A 9521に基づく発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材 「ｼｰﾘﾝｸﾞ材種判定及びPCB含有分析の要否判定依頼書」を 自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線

断熱材の種類 ・ 舗装 作成し、採取したｻﾝﾌﾟﾙと併せて日本ｼｰﾘﾝｸﾞ材工業会に送付し、 機器と付属操作ｽｲｯﾁ等との渡り配線

断熱材の厚さ（mm） ・ 試験 分析を行うこと。 機器と付属操作ｽｲｯﾁ等との渡り配管

断熱材にせっこうﾎﾞｰﾄﾞ等を張り付けたﾊﾟﾈﾙ ・使用する 開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験 ※行う ・行わない ・2次分析(PCB含有率調査) 電 機器と付属操作ｽｲｯﾁ

舗装の平たん性 ※著しい不陸がないもの 専門分析機関にｻﾝﾌﾟﾙを送付しPCB含有分析を行うこと。 気 機器と付属操作ｽｲｯﾁの埋込ﾎﾞｯｸｽ

後張りした断熱材に直接ﾎﾞｰﾄﾞを張付する場合の工法 ・ 配 煙感知器から連動制御盤を経て

・ ・施工調査等 管 防煙ﾀﾞﾝﾊﾟｰ及び排煙口に至る配管配線

断熱材にせっこうﾎﾞｰﾄﾞ等を張り付けたﾊﾟﾈﾙを使用する場合の工法 7 路床 (22.2.2～5)(表22.２.1) 調査範囲 ※図示 ・（ ）箇所 配 小便器用節水装置制御盤以降の配管配線

・ 路床の材料 処分にあたり、あらかじめ次の事項について調査を行うこと 線 自動ﾄﾞｱ及び電動ｼｬｯﾀなどの制御部への電源供給

・盛土 ・A種 ・B種 ・C種 ・D種 ｼｰﾘﾝｸﾞ使用部位の確認 自動ﾄﾞｱ及び電動ｼｬｯﾀなどの制御部と

4 屋上緑化 植栽基盤及び材料 [9.4.2～4] ・建設汚泥から再生した処理土 G ｼｰﾘﾝｸﾞ長さの確認 操作ｽｲｯﾁ間の配管配線及び操作ｽｲｯﾁ

改修工事 G 屋上緑化軽量ｼｽﾃﾑ ・適用する ・適用しない ・凍土抑制層 ・適用する ・適用しない 施工範囲と工事管理区分の確認 防火扉ﾚﾘｰｽﾞ

芝及び地被類の樹種並びに種類等 （ 厚さ ・ ） 仮設計画 電極棒

※図示 ・ ・ﾌｨﾙﾀｰ層 ・厚さ 廃棄物等の搬出方法 配線ﾋﾟｯﾄ及びふた

見切り材、舗装材、排水孔、ﾏﾙﾁﾝｸﾞ材等 ・路床安定処理 ※行う （ 方法 ・ ） 別途機器などへの接続

※図示 ・ ・行わない ・除去処理工事 ｼｽﾃﾑ天井 ﾎﾞｰﾄﾞ・Ｔﾊﾞｰ

PCBを含有したｼｰﾘﾝｸﾞ材の処理は次によるほか、「廃棄物の処理 照明ﾗｲﾝ設備ﾌﾟﾚｰﾄ

建設省告示第1458号による風圧力に対応した固定方法 試験 及び清掃に関する法律(昭和45年法律137号)」並びに「ﾎﾟﾘ塩化 空調ﾗｲﾝ設備ﾌﾟﾚｰﾄ

・ 路床土の支持力比（CBR）試験 ・行う ・行わない ﾋﾞﾌｪﾆﾙ廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法(平成13年 電気錠 電気錠及び通電金具

路床締固め度の試験 ・行う ・行わない 法律第65号)」により適切に行うこと。 ﾃﾝｷｰ及び制御盤

（品質・性能・試験方法） 建築材料等品質性能表による 現場CBR試験 ・行う ・行わない 1） 工事に先立ち施工計画書を作成し、監督職員の承諾を得ること。 浄化槽 杭工事

2） シーリング材の散逸防止として、床面、開口部、換気口等に 土工事

かん水装置 ・設置する （ 種類 ・ ・ ） 8 路盤 路盤の構成及び厚さ ・図示 ・ (22.3.2～5)(表22.3.1) 養生を行い、作業区域からの飛散防止措置をとること。 基礎工事

3） 作業員は保護マスク及び保護手袋を着用すること。 電気工事

既存保護層の撤去 ・行う ・行わない 路盤材料 ・砕石　C-40 4） ｼｰﾘﾝｸﾞ材はｶｯﾀｰﾅｲﾌ等を用い、下地が露出するまで極力切除する。 水道ﾘﾓｰﾄﾒｰﾀｰの配線

・再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ G RC-40 5） 除去工事終了後、ｼｰﾘﾝｸﾞ材及び散逸物を回収しﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製の 水道ﾘﾓｰﾄﾒｰﾀｰの配線の結線と調査

支柱 ・設置する （ 種類 ・図示 ・ ） ・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ G CS-40 密閉袋に入れ保管容器に入れること。保管容器の形状、材質

・図示 ・ 等は保管量、保管場所を考慮し、監督職員の承諾を得たもの

新植した芝及び地被類の枯補償の期間 ※引き渡しの日から1年 とする。

試験 6） 除去及び回収状況について監督職員の検査を受けること。

路盤締固め度の試験 ※行う ・行わない 7） 工事着工後、設計図書によりがたい場合、又は不測の事象が

発生した場合は監督職員と協議する。
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工事概要

工事名称

建設地

建築主

建築主住所

用    途

構    造

工事種別

工　　期

用途地域

防火地域

敷地面積

建築面積

前面道路

床 面 積

改修

－

450,000m2

71.31m2

71.31m2市街化調整区域一部準工業地域

指定なし 国道34号線＿15.0m

新馬診療所排水改修工事

佐賀県鳥栖市江島町字西谷3256番地228

佐賀競馬組合

佐賀県鳥栖市江島町字西谷3256番地228

鉄骨造

馬診療所

外部仕上表

屋根 折板：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｳﾑ鋼板 t0.6(ハゼタイプ) 山高166 外壁１

＊鉄骨部は全て溶融亜鉛メッキ処理

庇

樋
軒樋：ｶﾗｰ塩ビ既製品_前高165(角型)

腰壁
外部：複層塗材Ｅ(下地調整塗材Ｃ-1） /補修/コンクリート打放し

竪樋：ｶﾗｰ硬質塩ビ管_φ75

内部：コンクリート保護塗装/補修/コンクリート打放し

その他

軒天 折板あらわし

1

8150

8
7
5
0

記号 計算式 面積

8.150×8.7501 71.312500

延床面積

記号 計算式 面積

11 71.31    

71.31    合計

建築面積

記号 計算式 面積

12 71.31    

71.31    合計

450 450

4
5
0

4
5
0

軒先線

求積図  1:100

面積表
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B
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H

X03 X02 X01
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B
A

D
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E
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Y02 Y01

650 6,850 650

8,150

B

G

E

FC

H

D

X01 X02 X03

7,900

3,600 4,300

B

C

D

E

F

H

屋根:折板_ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｳﾑ鋼板t=0.8(丸ﾊｾﾞﾀｲﾌﾟ)
⼭⾼166

屋根ｹﾗﾊﾞ:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｳﾑ鋼板t=0.6

屋根棟押ｴ:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｳﾑ鋼板t=0.6 W=250

軒樋:ｶﾗｰ塩ﾋﾞ既製品 前⾼165(⾓型)

腰壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+補修+複層塗材E

根廻り:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+補修

伸縮⽬地:20×20

竪樋:ｶﾗｰ塩ﾋﾞ管Φ75

A

G

B

E

C

D

H

F

南⽴⾯図 東⽴⾯図

北⽴⾯図 ⻄⽴⾯図
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CB t100化粧積
(打込み式ｱﾝｶｰ @400)
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～42+ラバーマット t10

増打ちコンクリート t80
～40+ラバーマット t10

電気BOX

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ一部撤去、
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繋ぎﾊﾟｲﾌﾟΦ48.6:撤去

□-150×100×6

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+補修+ｺﾝｸﾘｰﾄ保護塗装

腰壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
+補修+複層塗材E

ﾌﾟﾛﾃｸﾄﾗﾊﾞｰ_t=12(ｽﾎﾟﾝｼﾞ製)
4ヶ所

〇-Φ139.8×6

□-150×100×6

屋根:折板_ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｳﾑ鋼板t=0.8(丸ﾊｾﾞﾀｲﾌﾟ)山高166

根廻り:ｺﾝｸﾘｰﾄ
打放し+補修

下段隔離ﾊﾟｲﾌﾟΦ60.5:撤去

ﾋﾟﾝ:丸鋼Φ19L=80

馬繋環:丸環加工Φ9
内径Φ60(溶融亜鉛ﾒｯｷ)

配筋:D13＠200ｸﾛｽﾀﾞﾌﾞﾙ
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腰壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
+補修+複層塗材E

ﾌﾟﾛﾃｸﾄﾗﾊﾞｰ_t=12(ｽﾎﾟﾝｼﾞ製)
4ヶ所

〇-Φ139.8×6

□-150×100×6

屋根:折板_ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｳﾑ鋼板t=0.8(丸ﾊｾﾞﾀｲﾌﾟ)山高166

根廻り:ｺﾝｸﾘｰﾄ
打放し+補修

馬繋環:丸環加工Φ9
内径Φ60(溶融亜鉛ﾒｯｷ)
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新設CB t100化粧積_1段 H200
(打込み式ｱﾝｶｰ @400)

増打ちｺﾝｸﾘｰﾄ t60

+ラバーマット t10既存ｺﾝｸﾘｰﾄ 目荒し

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ:100×100×Φ6



尺

名

佐賀県競馬組合

１級建築士登録　第　　　　　号
図
面

縮

番

号

面

図

佐賀市多布施四丁目３番５０号
株式会社 渋江建築設計事務所
大臣登録　第１８９２９４号
１級建築士 内田　要

TEL 0952-24-7211
年   月   日改修前S2断面詳細図

新馬診療所排水改修工事
A-21

1:40

計

設

名

工
事

Y01 Y02

GL
1FL

桁天端

8,150

15
0

3,
00
0

250

6
0

1
,
3
4
0

1
,
2
5
0

7
0
0

2,000 2,000

650 6,850 650

既存ｺﾝｸﾘｰﾄはつり

□-150×150×6

□-150×150×6

屋根:折板_ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｳﾑ鋼板t=0.8(丸ﾊｾﾞﾀｲﾌﾟ)山高166

屋根棟押え:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｳﾑ鋼板t=0.6 W=250

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

ｴﾌﾟﾛﾝ 水上面戸

ｽﾁｰﾙ製両開き戸
W2310×H1340

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押ｴ

〇-Φ139.8×6

ﾌﾟﾛﾃｸﾄﾗﾊﾞｰ_t=12(ｽﾎﾟﾝｼﾞ製)
4ヶ所

〇-Φ114.5×4.5

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+補修+ｺﾝｸﾘｰﾄ保護塗装

配筋:D13＠200ｸﾛｽﾀﾞﾌﾞﾙ
既存ｺﾝｸﾘｰﾄはつり
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増打ちｺﾝｸﾘｰﾄ t60

ラバーマット t10

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ 目荒しﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ:100×100×Φ6

□-150×150×6

□-150×150×6

屋根:折板_ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｳﾑ鋼板t=0.8(丸ﾊｾﾞﾀｲﾌﾟ)山高166

屋根棟押え:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｳﾑ鋼板t=0.6 W=250

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

ｴﾌﾟﾛﾝ 水上面戸

ｽﾁｰﾙ製両開き戸
W2310×H1340

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+補修+ｺﾝｸﾘｰﾄ保護塗装
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新設ｺﾝｸﾘｰﾄ部分既存ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

新設ｺﾝｸﾘｰﾄ

新設ｺﾝｸﾘｰﾄ部分既存ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

新設ｺﾝｸﾘｰﾄ
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